
二
〇
〇
九
年
度
部
落
史
連
続
講
座
パ
ー

ト
２
の
第
一
回
目
が
一
一
月
六
日
、
京

都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

秋
定
所
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
世
界

人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
の
本
郷
浩
二

氏
が
「
武
内
了
温
の
部
落
問
題
論
―
真

宗
大
谷
派
に
お
け
る
融
和
運
動
の
軌
跡
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
市
民
、
教
員

な
ど
二
〇
名
が
参
加
し
た
。
講
演
要
旨

は
以
下
の
通
り
。

武
内
は
一
八
九
一
年
に
兵
庫
県
の
大

谷
派
寺
院
の
住
職
の
子
と
し
て
出
生
。

幼
時
に
父
を
亡
く
し
た
が
、
大
谷
派
法

主
の
経
済
的
援
助
に
よ
り
、
京
都
帝
大

を
卒
業
。
一
九
二
〇
年
に
大
谷
派
宗
務

所
に
入
っ
た
。
時
代
は
米
騒
動
後
の
社

会
政
策
や
部
落
改
善
事
業
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
米
騒

動
の
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
、
従
来
の
救

護
課
か
ら
社
会
課
、
社
会
局
設
置
へ
と

動
い
て
い
た
中
央
官
庁
と
、
そ
れ
に
従

う
地
方
官
庁
に
お
け
る
社
会
課
設
置
の

動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
き
を
見
て
、

真
宗
大
谷
派
で
も
単
な
る
慈
善
事
業
で

は
な
く
、
教
団
の
社
会
的
存
在
意
義
を

問
う
も
の
と
し
て
社
会
事
業
を
進
め
る

た
め
に
、
一
九
二
一
年
に
社
会
課
を
設

置
し
、
武
内
は
主
事
に
な
っ
た
。
具
体

的
な
活
動
は
、
社
会
事
業
講
習
所
を
設

置
し
、
若
い
僧
侶
の
育
成
に
努
め
た
。

し
か
し
、
同
派
内
の
部
落
問
題
に
対

す
る
無
理
解
に
囲
ま
れ
、
一
九
二
六
年

に
融
和
団
体
真
身
会
を
創
立
し
、
そ
の

他
ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
に
つ
い
て
光
明

会
を
興
し
、
回
復
患
者
の
救
護
運
動
に

携
わ
る
な
ど
、
晩
年
に
至
る
ま
で
大
谷

派
内
の
融
和
運
動
の
第
一
線
で
活
動
し

た
。武

内
の
部
落
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢

は
、
部
落
問
題
が
自
分
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
自
問
し
、

自
己
が
差
別
す
る
側
に
立
つ
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
自
ら
の

差
別
性
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
初
め
て
、
被
差
別
大
衆
と
の
連
帯
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、

「
自
他
平
等
の
境
地
」
を
目
指
し
、
運

動
を
展
開
し
た
。

大
谷
派
内
で
は
彼
自
身
が
「
全
く
私

ひ
と
り
の
独
走
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
し

て
い
る
よ
う
に
中
々
理
解
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
遺
志
は
数
人
の
有
志

に
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
同
派
内
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
彼
は
水
平
運
動
に
対
し
て
終

始
共
鳴
し
、
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
、

全
国
部
落
代
表
者
会
議
発
起
人
会
に
も

参
加
し
た
。

従
来
の
研
究
は
、
融
和
運
動
へ
の
評

価
が
低
く
、
武
内
の
知
名
度
も
ま
た
低

か
っ
た
が
、
彼
の
部
落
問
題
論
の
今
日

的
な
意
義
と
限
界
を
融
和
運
動
の
再
評

価
と
と
も
に
、
と
ら
え
直
す
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

（
運
営
委
員

湯
浅
孝
子
）

部
落
史
連
続
講
座
パ
ー
ト
２
の
第
二

回
目
が
石
元
清
英
さ
ん
に
よ
っ
て
十
一

月
二
十
日
、
京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
石
元
さ
ん
は
、
関
西
大

学
で
部
落
問
題
の
授
業
を
さ
れ
て
い
る

が
、
タ
イ
ト
ル
「
「
部
落
＝
窮
乏
説
」

と
一
面
的
な
部
落
観
―
部
落
問
題
学
習

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
」
が
示
す

よ
う
に
、
学
生
た
ち
か
ら
多
く
の
ア
ン
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報
告

二
〇
〇
九
年
度
部
落
史
連
続
講
座

Ⅱ

第
１
回

武
内
了
温
の
部
落
問
題
論

真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
融
和
運
動
の
軌
跡

講
師

本
郷

浩
二
さ
ん

（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）

第
２
回

「
部
落
＝
窮
乏
説
」
と

一
面
的
な
部
落
観

部
落
問
題
学
習
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

講
師

石
元

清
英
さ
ん

（
関
西
大
学
）



ケ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
で

効
率
的
な
授
業
を
行
お
う
と
模
索
さ
れ

な
が
ら
、
た
ど
り
つ
い
た
内
容
を
発
表

さ
れ
た
。

学
生
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
具
体
的

な
部
落
と
の
係
わ
り
や
知
識
を
ほ
と
ん

ど
も
た
な
い
ま
ま
、
中
学
・
高
校
時
代

に
年
一
、
二
度
、
一
方
的
な
「
差
別
は

い
け
な
い
」
と
い
う
、
お
し
つ
け
的
な

同
和
教
育
を
う
け
て
き
た
だ
け
の
者
が

多
く
、
部
落
に
対
し
て
は
「
暗
い
・
こ

わ
い
・
貧
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
な
が
ら
、
部
落
問
題
か
ら
遠
ざ
か

ろ
う
と
す
る
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
確
か
に
現
在
で

も
差
別
は
残
り
、
経
済
的
に
も
低
位
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
授
業
を
そ
こ
か
ら
入
る
と
、

先
に
述
べ
た
学
生
た
ち
の
部
落
へ
の
イ

メ
ー
ジ
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
石
元
氏
は
、
高
度
経
済
成
長

と
部
落
の
実
態
変
化
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
新
た
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
改
良
住

宅
の
様
子
や
そ
こ
で
の
生
活
内
容
、
あ

る
い
は
就
職
実
態
や
部
落
外
と
の
結
婚

比
率
増
加
、
部
落
外
へ
の
流
出
増
加
、

安
定
層
の
流
出
問
題
な
ど
、
現
在
の
部

落
の
実
相
を
具
体
的
に
提
示
し
て
学
生

た
ち
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て
い

き
な
が
ら
、
部
落
問
題
を
自
ら
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
く
授
業
を
心
が
け
て

い
る
と
、
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
最
後
に
問
題
提
起
と
し
て
、

部
落
問
題
こ
そ
人
権
問
題
の
中
核
だ
と

い
う
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
在
日
朝

鮮
人
・
韓
国
人
問
題
や
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

問
題
な
ど
広
い
人
権
問
題
の
一
部
だ
と

い
う
視
点
も
今
後
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
も
話
さ
れ
た
。
確
か
に
、
人
権

教
育
の
名
の
下
に
同
和
教
育
が
抹
消
さ

れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
現
在
、
考
え
て
い

く
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
運
営
委
員

金
森
襄
作
）

部
落
史
連
続
講
座
パ
ー
ト
２
の
第
三

回
目
が
一
二
月
一
一
日
に
京
都
府
部
落

解
放
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
二
〇
名

を
越
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
白
石

正
明
さ
ん
が
「
河
原
町
天
主
堂
と
京
都
・

私
立
女
子
和
洋
技
芸
学
校
―
仏
人
プ
ロ

ス
・
メ
リ
ー
が
遺
し
た
も
の
―
」
と
題

し
て
左
記
の
内
容
の
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

＊

＊

＊

京
都
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会

は
、
近
代
に
入
っ
て
一
八
八
六
年
（
明
治

一
九
）
の
「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」
の

入
洛
以
降
、
転
々
と
所
在
地
を
移
し
た

が
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
天
主
堂
・
天
主

教
女
子
教
育
院
と
し
て
、
河
原
町
三
条

上
ル
に
聖
地
を
得
た
。
そ
の
女
子
教
育

院
で
目
を
引
く
活
動
を
し
て
い
た
の
が
、

仏
人
プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
は
一
八
四
六
年
（
弘

化
三
）
生
れ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖

職
者
と
し
て
女
子
教
育
に
力
を
注
い
で

い
た
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
手
芸
塾
を
開

き
、
洋
服
の
仕
立
て
や
着
付
け
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
ま
で
行
っ
て
、

「
神
の
愛
」
に
根
差
し
た
教
育
活
動
に

専
念
し
た
。

そ
ん
な
頃
、
西
陣
で
は
伊
澤
信
三
郎

が
西
陣
織
を
機
械
化
に
よ
っ
て
進
化
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
信
三
郎

は
近
代
教
育
の
開
拓
者
と
称
さ
れ
る
伊

澤
修
二
を
兄
に
も
ち
、
自
ら
は
機
械
の

発
明
に
力
を
尽
し
、
パ
リ
の
万
国
博
覧

会
を
視
察
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
め

ぐ
り
、
実
業
家
と
し
て
の
実
績
を
積
み

上
げ
た
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
五
月
、

「
私
立
学
校
令
」
の
も
と
、
天
主
教
の

女
子
教
育
機
関
は
実
業
家
伊
澤
信
三
郎

を
設
立
者
と
し
て
、
「
私
立
女
子
和
洋

技
芸
学
校
」
と
し
て
新
た
な
出
発
を
果

し
た
。
学
校
で
は
、
「
術
科
」
と
し
て

裁
縫
、
編
物
、
西
洋
料
理
な
ど
を
、

「
学
科
」
と
し
て
は
修
身
、
国
語
、
算

術
な
ど
、
合
計
十
四
科
目
の
授
業
を
行

な
い
、
八
年
後
に
は
「
学
則
」
を
改
正

し
て
、
プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
を
含
む
外
国

人
四
名
、
日
本
人
四
名
を
教
師
と
し
て
、

授
業
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
各
地
の
被
差
別
地
域
で

も
子
女
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
て
、

上
田
静
一
に
よ
る
「
田
中
親
友
夜
学
校
」

も
地
域
の
期
待
を
担
っ
て
発
展
し
て
い

た
。
そ
の
な
か
で
、
生
徒
西
山
す
て
が

女
学
校
に
進
学
で
き
る
学
力
を
つ
け
て

い
た
が
、
学
費
の
出
せ
る
家
庭
環
境
に

な
か
っ
た
の
で
、
プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
が

学
資
を
引
き
受
け
、
私
立
菊
花
高
等
女

学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
は
か
つ
て
院
長
を

務
め
て
い
た
「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」

以
来
、
孤
児
・
棄
児
な
ど
多
数
の
子
女

の
養
育
・
教
育
に
あ
た
り
、
第
二
の
聖

母
マ
リ
ア
と
慕
わ
れ
て
い
る
。
彼
女
は

貧
富
の
差
、
旧
弊
の
差
別
な
く
、
女
性

の
「
自
立
心
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

に
教
育
を
行
っ
て
一
生
を
捧
げ
、
一
九

二
一
年
（
大
正
一
〇
）
七
五
歳
で
永
眠
し

た
。
伊
澤
信
三
郎
は
一
九
二
五
年
（
大
正

一
四
）
に
没
し
、
天
主
堂
で
葬
儀
が
行
わ

れ
て
い
る
。

（
運
営
委
員

辻
ミ
チ
子
）
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第
３
回

河
原
町
天
主
堂
と

京
都
・
私
立
女
子
和
洋
技
芸
学
校

仏
人
プ
ロ
ス
・
メ
リ
ー
が
遺
し
た
も
の

講
師

白
石

正
明
さ
ん

（
元
佐
賀
大
学
）



昨
夏
、
二
つ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
観

た
。
ふ
だ
ん
は
め
っ
た
に
観
な
い
の
だ

が
、
少
し
訳
が
あ
っ
て
、
不
在
時
間
で

の
放
映
が
続
い
た
た
め
、
録
画
ま
で
し

て
休
日
に
ま
と
め
て
観
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
つ
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
一

九
六
〇
年
代
を
描
い
た
「
官
僚
た
ち
の

夏
」
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
、
一
〇
回
連
続
）
、
も
う

一
つ
は
、
極
端
な
財
政
難
に
陥
い
た
自

治
体
を
取
り
上
げ
た
「
再
生
の
町
」
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
五
回
連
続
）
。
前
者
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
城
山
三
郎
原
作
の
小
説
を
リ

メ
イ
ク
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
別
の
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
で
ド
ラ
マ
放
映
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
作
品
で
、
高
度
経
済
成
長
期

の
通
産
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
内
で
の

国
内
産
業
育
成
（
＝
保
護
貿
易
）
派
と
、

国
際
競
争
推
進
（
＝
輸
入
自
由
化
）
派
と

の
対
立
と
葛
藤
と
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

い
る
。
あ
つ
か
っ
て
い
る
時
代
が
ち
ょ

う
ど
私
自
身
の
幼
少
期
に
重
な
っ
て
い

た
た
め
、
大
都
市
近
郊
の
お
ん
ぼ
ろ
ア

パ
ー
ト
（
三
畳
間
と
四
畳
半
間
の
二
部
屋
・

共
同
便
所
・
共
同
洗
濯
場･

･
･

）
で
過
ご
し

た
時
期
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
産
業

構
造
の
転
換
と
中
央
省
庁
の
政
策
の
具

体
像
を
、
自
身
の
遠
い
記
憶
と
重
ね
合

わ
せ
て
、
あ
る
種
の
感
慨
を
も
っ
て
見

入
っ
た
。
後
者
は
、
大
阪
府
内
の
架
空

の
町
が
財
政
破
綻
し
、
庁
内
か
ら
選
抜

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
財
政

再
建
策
を
立
案
・
実
行
し
て
い
く
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。
撮
影
現
場

が
私
の
住
ん
で
い
る
町
の
市
庁
舎
だ
っ

た
こ
と
と
、
こ
の
自
治
体
も
財
政
破
綻

が
さ
さ
や
か
れ
て
久
し
い
こ
と
も
あ
っ

て
将
来
の
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
て
、
こ

ち
ら
は
か
な
り
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て

受
け
止
め
た
。

こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
二
つ
の
ド
ラ
マ
を
観
た
の
は
、

何
も
過
去
の
記
憶
や
未
来
へ
の
関
心
事

を
確
認
す
る
た
め
で
も
、
お
気
に
入
り

の
俳
優
が
出
演
し
て
い
る
か
ら
で
も
な

い
。
い
ま
現
在
、
私
た
ち
が
直
面
し
て

い
る
「
貧
困
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
経

済
成
長
の
「
発
端
」
と
「
結
末
」
を
描

く
両
作
品
か
ら
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
取
れ
る
か
と
い
っ
た
、
や
や

斜
に
構
え
た
視
聴
者
と
な
る
た
め
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
二
つ

の
作
品
は
か
な
り
楽
観
的
な
描
き
方
を

し
て
い
る
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
だ
っ

た
。
原
作
が
小
説
の
「
官
僚
た
ち
の
夏
」

は
、
確
か
に
当
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

拠
点
で
あ
る
石
炭
や
繊
維
な
ど
第
二
次

産
業
の
現
場
を
可
能
な
限
り
再
現
し
、

そ
こ
で
悪
戦
苦
闘
す
る
人
々
の
姿
を
織

り
込
ん
で
い
る
が
、
結
局
は
通
産
官
僚

ら
に
よ
る
政
策
の
正
当
性
と
当
時
の
政

府
や
総
理
ら
の
決
断
を
「
英
断
」
と
し

て
高
く
評
価
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
っ

た
。
「
再
生
の
町
」
の
方
と
い
え
ば
、

な
る
ほ
ど
日
常
の
住
民
生
活
に
ま
で
切

り
込
ん
で
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
ぎ
り
ぎ

り
の
限
界
を
探
ろ
う
と
す
る
公
務
員
の

苦
悩
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、
結
末

は
や
は
り
努
力
を
惜
し
ま
な
い
「
正
義

感
」
の
持
ち
主
が
報
わ
れ
る
と
い
っ
た

半
ば
夢
物
語
が
示
さ
れ
て
終
わ
っ
て
い
っ

た
と
い
う
感
想
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
過

去
の
正
統
」
と
「
未
来
の
楽
観
」
で
シ

ナ
リ
オ
が
構
成
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
目

の
前
で
起
き
て
い
る
切
実
な
「
現
状
と

の
格
闘
」
を
お
こ
な
う
た
め
の
具
体
的

な
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
に
は
や
や
物
足
り
な

さ
を
感
じ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

私
の
手
元
に
、
切
実
な
「
現
状
と
の
格

闘
」
を
形
に
し
て
本
質
的
な
問
題
に
迫

り
、
社
会
状
況
の
根
本
的
な
変
革
を
迫
っ

た
一
冊
の
本
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は

『
子
ど
も
の
貧
困
白
書
』
。
な
ん
と
外

連
味
の
な
い
実
直
な
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

三
五
〇
頁
に
お
よ
ぶ
大
部
な
も
の
で
あ

る
が
、
手
に
取
っ
て
み
て
思
わ
ず
中
身

に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
『
○
○
白
書
』

と
名
の
付
く
も
の
は
『
住
宅
白
書
』
な

ど
の
気
概
の
こ
も
っ
た
も
の
以
外
は
た

い
て
い
無
味
乾
燥
な
数
字
や
統
計
、
素

人
分
析
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
形
骸
化
し
た
表
現
で
埋
め
尽
さ
れ
て

い
る
の
が
関
の
山
で
、
こ
と
ご
と
く
期

待
を
裏
切
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
白

書
だ
け
は
、
実
に
深
刻
か
つ
現
実
感
を

帯
び
て
い
る
内
容
を
盛
り
だ
く
さ
ん
掲

載
し
て
い
て
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現

在
の
社
会
状
況
を
多
角
的
に
照
ら
し
出

し
て
い
る
。
以
下
に
、
い
く
つ
か
の
項

目
を
と
り
あ
げ
て
内
容
を
で
き
る
だ
け

詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

◇

「c
h
a
p
t
e
r

１

現
代
日
本
の
子
ど
も

の
貧
困
」
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
状
態

を
考
え
る
前
提
と
し
て
の
定
義
や
視
点

な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
「
貧
困
概
念
」

の
核
に
な
る
の
は
「
お
金
」
つ
ま
り
経

済
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
そ

こ
か
ら
不
十
分
な
衣
食
住
、
孤
立
・
排

除
、
不
安
感
・
不
信
感
、
低
学
力
・
低

学
歴
な
ど
が
派
生
し
、
貧
困
の
関
係
性

は
人
生
の
成
長
過
程
で
拡
大
再
生
産
さ
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れ
て
、
次
世
代
の
子
ど
も
の
貧
困
を
生

み
出
す
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
さ
に
貧
困

の
連
鎖
で
あ
る
。
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切

り
、
社
会
の
関
係
の
転
換
を
は
か
る
に

は
、
多
く
の
人
々
の
協
働
と
連
携
が
必

要
で
あ
る
と
強
調
し
、
各
種
の
問
題
解

決
を
は
か
る
た
め
の
「
広
場
」
の
創
出

が
多
種
多
様
な
人
々
に
よ
っ
て
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
提
起
さ
れ
る
。

「
貧
困
を
な
く
す
文
化
」
を
育
む
新
た

な
公
共
圏
が
作
り
出
さ
れ
る
必
要
性
を

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
づ
く
統
計

分
析
か
ら
は
、
や
は
り
親
の
就
労
状
況

な
ど
が
子
ど
も
の
貧
困
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、

社
会
政
策
の
失
敗
も
こ
う
し
た
状
況
に

拍
車
を
加
え
、
さ
ら
な
る
貧
困
率
の
上

昇
に
繋
が
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
子
ど
も
の
貧
困

は
、
子
ど
も
自
身
で
は
ど
う
に
も
変
え

よ
う
の
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
ま
た
、
「
特
論
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
野
宿
者
問
題
に
長
年
関
わ
っ
て

き
た
生
田
武
志
さ
ん
に
よ
る
、
大
阪
市

西
成
区
で
の
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
生
田
さ

ん
と
は
仕
事
で
お
会
い
す
る
事
も
多
く
、

ふ
だ
ん
か
ら
説
得
力
の
あ
る
議
論
を
拝

聴
し
て
い
る
が
、
私
自
身
も
簡
易
宿
街

「
釜
ヶ
崎
」
の
歴
史
研
究
を
し
て
い
る

立
場
に
あ
り
、
そ
の
内
容
は
き
わ
め
て

示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
学
校
教
育
の
な

か
で
、
貧
困
や
野
宿
の
問
題
を
子
ど
も

に
対
し
て
具
体
的
に
周
囲
の
人
々
が
教

え
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
、

西
成
高
校
な
ど
で
実
践
さ
れ
て
い
る
反

貧
困
学
習
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
近

年
の
学
校
教
育
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
や
校
庭
の
芝

生
化
と
い
っ
た
事
ば
か
り
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

生
田
さ
ん
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
全
国
の
釜
ヶ
崎
化
」
は
着
実
に
進
行

し
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
。

◇

「c
h
a
p
t
e
r

２

子
ど
も
の
暮
ら
し
・

育
ち
と
貧
困
」
で
は
、
乳
幼
児
、
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
定
時
制
高
校

生
、
外
国
籍
の
子
ど
も
、
児
童
養
護
施

設
、
障
害
児
、
特
別
支
援
教
育
な
ど
段

階
別
、
課
題
別
の
具
体
的
な
問
題
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
小
学
生
で
は
ひ

と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
）
の
子
ど
も

の
学
校
生
活
が
親
の
収
入
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
具
体
的
な

事
例
を
も
と
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
た
め
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

充
実
さ
せ
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
夕
張
市
の
現
状
報
告
は
、
同
市

に
残
っ
て
再
建
を
果
た
そ
う
と
し
続
け

る
人
び
と
の
努
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ

で
、
教
育
や
福
祉
が
極
限
ま
で
切
り
つ

め
ら
れ
、
こ
の
領
域
に
ま
ず
し
わ
寄
せ

が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し

て
い
る
。
苦
痛
と
忍
耐
の
波
は
ま
っ
さ

き
に
社
会
的
弱
者
を
襲
う
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
再
生
の
町
」
は
そ

の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
現
実
問
題
を
描
き
切
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
学
校
給
食

費
や
修
学
旅
行
の
積
立
金
で
さ
え
切
り

つ
め
て
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
ま
し

て
や
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
選
択
に
際

し
て
経
済
事
情
に
よ
っ
て
進
学
先
を
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
個

人
の
努
力
で
は
と
う
て
い
解
決
に
至
ら

な
い
問
題
は
、
高
校
の
教
育
費
の
無
償

化
な
ど
、
現
在
新
政
権
が
検
討
し
て
い

る
政
策
に
よ
っ
て
幾
分
か
克
服
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

◇

「c
h
a
p
t
e
r

３

学
費
・
教
育
費
と
奨

学
金
問
題
」
の
冒
頭
に
は
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
年

度
、
つ
ま
り
一
年
生
段
階
で
か
か
る
費

用
が
見
開
き
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
わ
か

り
や
す
く
一
覧
表
に
し
て
あ
る
。
私
自

身
の
将
来
の
子
育
て
計
画
と
重
な
っ
て

思
わ
ず
た
め
息
が
出
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
こ
こ
は
気
を
取
り
直
し
て
、
内
容

の
紹
介
と
い
こ
う
。
小
学
一
年
生
で
お

よ
そ
一
三
万
三
千
円
、
中
学
一
年
生
で

は
お
よ
そ
二
五
万
六
千
円
、
高
校
一
年

生
に
い
た
っ
て
は
六
四
万
円
強
。
「
た

め
息
」
の
理
由
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
数
字
だ
と
思
う
が
、
あ
く
ま
で
も
標

準
的
な
公
立
の
場
合
で
あ
っ
て
、
高
校

か
ら
私
学
に
通
う
と
な
る
と
、
こ
れ
で

は
お
さ
ま
ら
な
い
計
算
に
な
る
。
ク
ラ

ブ
活
動
に
も
費
用
が
か
か
る
わ
け
で
、

と
に
か
く
日
本
で
は
教
育
費
に
か
か
る

親
の
負
担
、
つ
ま
り
私
費
が
異
常
に
重

す
ぎ
る
。
こ
の
問
題
は
『
毎
日
新
聞
』

二
〇
〇
九
年
九
月
二
六
日
付
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
て
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
公
表
し
た
「
図
表
で

見
る
教
育
09
年
版
」
に
も
と
づ
い
て
解

説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
公
的
教
育
費
の

支
出
に
あ
た
っ
て
の
個
人
負
担
が
著
し

く
高
い
日
本
と
い
う
「
先
進
国
」
の
実

状
で
あ
っ
た
。
個
別
デ
ー
タ
の
詳
細
は

記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
て
、
教

育
社
会
学
の
先
生
が
給
付
型
奨
学
金
の

拡
充
や
財
源
を
確
保
す
る
議
論
を
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
て
具

体
策
と
し
て
参
考
に
な
る
。

◇

「c
h
a
p
t
e
r

４

テ
ー
マ
で
考
え
る
子

ど
も
の
貧
困
」
で
は
、
出
産
、
育
児
、

医
療
な
ど
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
、

日
本
国
憲
法
に
謳
わ
れ
て
い
る
最
低
限

度
の
生
活
の
た
め
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
権
利
を
担
保
し
て
い
る
は
ず
の
制

度
そ
の
も
の
の
陥
穽
が
具
体
的
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
保
険
証
を
取

り
上
げ
て
満
足
に
医
療
も
受
け
さ
せ
な
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い
な
ど
と
い
う
非
人
道
的
な
行
為
が
問

題
視
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
が
、

そ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
論
外
だ
と
し
て
も
、

仕
事
の
た
め
に
、
病
気
の
子
ど
も
を
無

理
を
し
て
保
育
園
へ
預
け
た
り
、
一
人

で
留
守
番
を
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
は
、
私
の
子
育
て
経

験
か
ら
し
て
も
た
び
た
び
あ
る
。
多
く

の
親
が
子
ど
も
へ
の
気
遣
い
の
い
っ
ぽ

う
で
、
収
入
を
得
る
た
め
に
「
決
断
」

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
日
常

茶
飯
事
な
の
で
あ
る
。
短
期
間
の
ケ
ガ

や
カ
ゼ
程
度
な
ら
、
さ
ほ
ど
気
を
揉
む

こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
と
保
険
制

度
そ
の
も
の
に
関
わ
る
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
不
備
と
な
る
と
、
個
人
の
努
力
や

判
断
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
自
治

体
毎
に
異
な
る
高
額
の
国
民
健
康
保
険

料
（
最
高
年
額
は
な
ん
と
五
〇
万
円
！
）
の

未
納
付
に
よ
る
、
く
だ
ん
の
保
険
証
取

り
上
げ
問
題
も
こ
う
し
た
構
造
的
な
背

景
に
原
因
が
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。
ま
た
、
保
育
の
現
状
も
極
め
て
深

刻
で
、
基
本
的
に
共
働
き
が
入
園
の
原

則
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
で
非
正
規
雇
用
の
場
合
、
契
約

が
打
ち
切
ら
れ
た
途
端
、
子
ど
も
を
預

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
態
に
直
面
し

た
り
、
い
く
ら
申
し
込
ん
で
も
待
機
児

童
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
よ
く
あ
る
。

制
度
自
体
が
子
ど
も
を
保
護
し
、
親
が

働
き
や
す
い
よ
う
な
環
境
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
結
論
に
達
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。◇

「c
h
a
p
t
e
r

５

若
者
の
貧
困
」
で
は
、

自
分
の
意
思
で
あ
る
程
度
行
動
で
き
る

「
若
者
」
の
生
活
実
態
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
最
近
、
大
阪
府
内
の
府
立
高
校

の
先
生
と
話
を
し
て
い
て
、
や
は
り
学

校
現
場
で
も
深
刻
な
問
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
の
だ
と
、
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
高
卒
者
の

就
職
問
題
で
あ
る
。
先
生
曰
く
、
「
昨

年
ま
で
は
何
と
か
就
職
口
も
確
保
で
き

て
、
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

年
は
不
況
の
影
響
で
、
地
元
の
企
業
も

求
人
を
極
端
に
減
ら
し
て
い
る
。
せ
っ

か
く
落
ち
着
い
た
運
営
が
で
き
た
学
年

な
の
で
、
な
ん
と
か
う
ま
く
就
職
さ
せ

て
あ
げ
た
い
の
だ
が･

･
･

」
。
返
す
言
葉

が
な
か
っ
た
。
先
生
た
ち
が
毎
日
ネ
ク

タ
イ
を
し
め
て
放
課
後
に
就
職
支
援
活

動
を
繰
り
返
し
て
も
、
働
き
口
そ
の
も

の
が
狭
き
門
と
な
っ
て
い
て
、
教
育
現

場
に
は
た
だ
不
安
だ
け
が
募
っ
て
い
る
。

内
定
さ
え
も
ら
え
な
い
状
況
が
連
日
続

き
、
先
生
も
生
徒
も
焦
燥
感
を
隠
せ
な

い
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
春
の
高
卒
予

定
者
の
求
人
倍
率
も
沖
縄
の
〇
・
一
一

を
筆
頭
に
軒
並
み
〇
・
二
〜
〇
・
三
ポ

イ
ン
ト
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
「
就
職

氷
河
期
」
と
さ
え
称
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
る
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
九
月
一

二
日
付
）
。
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
ば
か
り

が
目
立
っ
て
い
て
、
都
市
部
は
ワ
ー
ス

ト
10
入
り
こ
そ
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、

地
盤
沈
下
が
さ
さ
や
か
れ
て
久
し
い
大

阪
も
当
然
例
外
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
具
体
的
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
の

「
就
職
氷
河
期
」
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
生
徒
や
先
生
の
不
安
は
少
し
で
も
解

消
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

◇

「c
h
a
p
t
e
r

６

貧
困
と
地
域

沖
縄
か

ら
」
「c

h
a
p
t
e
r

７

外
国
に
学
ぶ

イ
ギ

リ
ス
」
は
、
国
内
外
の
事
例
を
検
討
し

た
も
の
で
あ
る
。
高
卒
予
定
者
へ
の
求

人
倍
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
沖

縄
で
は
、
若
年
層
の
失
業
率
は
慢
性
化

し
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
ゥ
と
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
占
領
と
基
地
問
題
に
翻
弄
さ
れ
続

け
て
い
る
沖
縄
は
、
労
働
と
い
う
問
題

か
ら
さ
え
も
疎
外
さ
れ
続
け
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
の
将
来
像
に
不
安
が
つ
の
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
は
ヤ
マ
ト
ゥ
と
同
様
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
沖
縄
で
は

い
ま
『
沖
縄
子
ど
も
白
書
』
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
か
つ

て
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
よ
る
新
自
由
主

義
の
席
捲
に
よ
っ
て
失
業
率
が
二
桁
を

記
録
し
た
苦
い
経
験
を
も
っ
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
貧
困
問
題
に
早
く
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
民
間

福
祉
団
体
「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
決

の
た
め
の
行
動
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｇ
）
」

の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
福
祉
活
動

の
発
祥
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例

と
は
い
え
、
学
ぶ
べ
き
点
は
少
な
く
な

い
よ
う
で
あ
る
。

◇

こ
こ
ま
で
は
、
ど
の
話
題
を
と
っ
て

も
気
持
ち
が
ヘ
コ
む
よ
う
な
内
容
ば
か

り
で
、
問
題
の
深
刻
さ
が
い
ず
れ
の
章

か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
た
が
、
「c

h
a
p
t
e
r

８

な
く
そ
う
！
子
ど
も
の
貧
困

私
た

ち
の
と
り
く
み
」
で
は
、
や
や
趣
き
を

異
に
し
て
、
各
地
で
積
極
的
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
活
動
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
高
校
生
自
身
が
取
り
組
む

街
頭
募
金
活
動
に
よ
っ
て
、
大
切
な
友

達
を
奨
学
金
と
い
う
形
で
少
し
で
も
援

助
し
よ
う
と
い
う
輪
が
熊
本
で
広
が
っ

て
い
る
。
東
京
・
江
戸
川
区
で
は
生
活

保
護
世
帯
の
子
ど
も
が
少
し
で
も
高
校

へ
進
学
で
き
る
条
件
を
作
り
出
そ
う
と

す
る
勉
強
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
同
じ

く
新
宿
区
で
も
母
子
生
活
支
援
施
設
と

連
携
し
た
塾
活
動
に
よ
っ
て
子
ど
も
の

「
居
場
所
」
を
創
出
し
て
、
孤
立
さ
せ

な
い
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

「
居
場
所
」
を
喪
失
し
て
い
る
子
ど
も

が
集
団
で
ホ
ー
ム
レ
ス
を
襲
撃
し
て
殺

人
ま
で
犯
す
事
態
が
頻
発
す
る
な
か
、

貧
困
と
暴
力
に
抵
抗
す
る
教
育
実
践
を

模
索
し
つ
つ
あ
る
「
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
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の
授
業
づ
く
り
全
国
ネ
ッ
ト
」
の
取
り

組
み
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
犯
罪
の
加

害
者
―
被
害
者
と
い
っ
た
「
不
幸
な
出

会
い
」
を
す
る
前
に
、
学
校
現
場
で
野

宿
問
題
を
と
り
あ
げ
て
現
代
の
貧
困
と

子
ど
も
の
「
居
場
所
」
を
考
え
る
仕
組

み
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
実
践
に
接
す
る
と
、

「
ま
だ
ま
だ
、
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い

な
〜
」
と
い
っ
た
心
強
い
希
望
が
わ
い

て
く
る
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
、
「
本

来
な
ら
国
や
自
治
体
が
何
を
お
い
て
も

取
り
組
む
問
題
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」
と

い
っ
た
疑
念
も
も
ち
あ
が
る
。
い
っ
た

い
日
本
と
い
う
社
会
は
、
子
ど
も
に

「
自
己
責
任
」
を
押
し
つ
け
て
、
ど
の

よ
う
な
将
来
展
望
を
も
と
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

◇

さ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
と
教
育
と
い

う
話
に
も
ど
ろ
う
。
私
の
よ
う
な
歴
史

を
対
象
に
し
て
研
究
し
て
い
る
場
合
、

ど
う
し
て
も
過
去
の
歴
史
史
料
の
な
か

に
、
現
在
の
問
題
群
を
照
ら
し
出
す
記

録
が
な
い
も
の
か
と
、
い
つ
も
目
を
皿

の
よ
う
に
し
て
探
求
し
て
し
ま
う
。
一

種
の
職
業
病
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ

れ
今
回
も
ま
た
そ
う
し
た
史
料
に
行
き

当
た
っ
た
。
記
し
た
人
物
は
、
か
の
福

澤
諭
吉
で
あ
る
。
福
澤
は
、
「
学
制
」

が
制
定
さ
れ
た
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年

に
「
小
学
教
育
の
事
」
と
い
う
小
編
（
一

〜
四
）
を
記
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

少
し
長
く
な
る
が
、
最
重
要
箇
所
を
引

用
し
た
い
。

教
育
の
大
切
な
る
こ
と
か
く
の
如
し
。

国
中
一
般
に
行
届
き
て
、
誰
れ
も
彼

れ
も
学
者
に
仕
立
た
き
こ
と
な
れ
ど

も
、
今
日
の
事
実
に
お
い
て
決
し
て

行
わ
れ
難
し
。
子
供
に
病
身
な
る
者

あ
り
、
不
具
な
る
者
あ
り
。
家
内
に

病
人
あ
り
、
災
難
あ
り
。
い
ず
れ
も

皆
、
子
供
の
教
育
に
差
支
た
る
べ
き

も
の
な
り
。
さ
れ
ど
も
こ
れ
ら
は
非

常
別
段
の
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
に
そ

の
差
支
の
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
く
、

も
っ
と
も
広
き
も
の
あ
り
。
す
な
わ

ち
他
に
あ
ら
ず
、
身
代
の
貧
乏
こ
れ

な
り
。
お
よ
そ
に
御
国
中
の
人
口
三

千
四
、
五
百
万
、
戸
数
五
、
六
百
万

の
内
、
一
年
に
子
供
の
執
行
金
〔
授

業
料
〕
五
十
円
な
い
し
百
円
を
出
し

て
差
支
な
き
者
は
、
幾
万
人
も
あ
る

べ
か
ら
ず
、
一
段
下
り
て
、
本
式
の

学
問
執
行
は
手
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
れ

ど
も
、
月
に
一
、
二
十
銭
の
月
謝
を

出
す
か
、
ま
た
は
無
月
謝
な
れ
ば
、

子
供
の
教
育
を
頼
む
と
い
う
者
、
ま

た
幾
十
万
あ
る
べ
し
。
そ
れ
よ
り
以

下
の
幾
百
万
の
貧
民
は
、
た
と
い
無

月
謝
に
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
学
校

よ
り
も
少
々
ず
つ
の
筆
紙
墨
な
ど
を

貰
う
ほ
ど
の
あ
り
が
た
き
仕
合
に
て

も
、
な
お
な
お
子
供
を
手
離
す
べ
か

ら
ず
。
八
歳
の
男
の
子
に
は
、
草
を

刈
ら
せ
牛
を
逐
わ
せ
、
六
歳
の
妹
に

は
子
守
の
用
あ
り
。
学
校
の
教
育
、

願
わ
し
か
ら
ざ
る
に
非
ず
。
百
姓
の

子
が
学
問
し
て
後
に
身
を
立
身
す
る

は
、
親
の
心
に
あ
く
ま
で
も
望
む
所

な
れ
ど
も
、
い
か
ん
せ
ん
、
そ
の
子

は
今
日
家
内
の
一
人
に
し
て
、
こ
れ

を
手
離
す
と
き
は
た
ち
ま
ち
世
帯
の

差
支
と
な
り
て
、
親
子
も
ろ
と
も
飢

寒
の
難
渋
ま
ぬ
か
れ
難
し
。
こ
れ
を

下
等
の
貧
民
幾
百
万
戸
一
様
の
有
様

と
い
う
。
（
山
住
正
己
編
『
福
沢
諭
吉
教

育
論
集
』
岩
波
文
庫
、
五
五
〜
五
六
頁
）

障
害
や
病
気
を
一
般
的
な
問
題
で
は

な
い
（｢

非
常
別
段
」
）
と
み
て
い
る
と
こ

ろ
、
侮
蔑
的
な
表
現
（｢

下
等
の
貧
民｣

）

を
用
い
て
い
る
箇
所
は
時
代
状
況
の
限

界
と
考
え
る
と
し
て
、
貧
困
こ
そ
が
子

ど
も
の
教
育
機
会
を
阻
害
す
る
根
本
原

因
だ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に

一
世
紀
半
前
の
慧
眼
と
い
え
ま
い
か
。

教
育
を
受
け
て
立
身
出
世
す
る
と
い
う

希
望
や
意
思
に
反
し
て
、
働
け
な
け
れ

ば
た
ち
ま
ち
路
頭
に
迷
う
（｢

飢
寒
の
難

渋｣

）
こ
と
に
な
る
と
い
う
現
実
。
時
空

を
越
え
て
、
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

現
実
と
折
り
重
な
る
重
要
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
読
め
て
な
ら
な
い
。

◇

子
ど
も
が
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
て
伸
び
伸
び
成
長
し
、
保

護
者
が
安
心
し
て
教
育
や
福
祉
に
依
存

で
き
て
い
る
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
）

は
、
負
担
す
る
税
率
が
少
々
高
く
て
も
、

将
来
に
わ
た
っ
て
展
望
が
拓
け
て
い
る

と
い
え
る
。
か
つ
て
の
日
本
も
シ
ビ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
を
基
調
と
し
た
福
祉
国
家
と

し
て
の
制
度
設
計
が
お
こ
な
わ
れ
、
不

十
分
な
点
が
あ
り
つ
つ
も
実
態
を
考
慮

し
た
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
今
日
、
曲
が
り
な
り
に
も
存
在
し

た
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
新
自
由
主
義

の
席
捲
で
ズ
タ
ズ
タ
に
切
り
裂
か
れ
、

格
差
社
会
が
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
表
面

化
し
て
い
る
こ
と
は
誰
し
も
否
定
し
よ

う
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
職
種
・

職
域
で
不
安
定
な
就
労
層
が
ひ
ろ
が
り
、

日
雇
労
働
者
層
が
拡
大
し
、
「
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
」
な
ど
と
い
う
有
り
難
く

も
な
い
呼
び
名
ま
で
マ
ス
コ
ミ
に
頻
繁

に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
し
わ

寄
せ
が
子
ど
も
に
到
来
し
て
い
る
こ
と

は
、
本
書
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
市
場
優
先
主
義
と
個
人

責
任
追
及
の
波
に
よ
っ
て
セ
イ
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
崩
壊
寸
前
で
あ
る
今
こ
そ
、

本
書
が
切
り
結
ぶ
、
子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
の
重
要
な
問
題
群
に
、
ひ
と
り

一
人
が
真
剣
に
向
き
あ
わ
ね
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
思
う
。

（
子
ど
も
の
貧
困
白
書
編
集
委
員
会
編
、
明
石
書

店
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、
二
、
八
〇
〇
円
＋
税
）
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戦
後
史
を
捉
え
る
論
点
が
試
行
さ
れ

た
。
本
書
は
、
『
部
落
史
研
究
か
ら
の

発
信
』
の
第
３
巻
と
し
て
編
ま
れ
た

「
現
代
編
」
で
あ
り
、
「
Ⅰ
戦
後
部
落

史
研
究
の
諸
課
題
」
で
七
本
、
「
Ⅱ
戦

後
の
部
落
問
題
研
究
と
今
後
の
課
題
」

に
八
本
、
「
Ⅲ
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に

向
け
た
発
信
」
は
六
本
の
論
文
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
編
者
の
渡
辺
俊
雄
は

「
総
論
―
現
代
の
部
落
史
研
究
の
意
義

と
課
題
」
に
お
い
て
、
部
落
解
放
運
動

や
同
和
行
政
に
批
判
が
噴
出
し
、
あ
た

か
も
「
負
の
遺
産
」
で
あ
る
か
の
雰
囲

気
が
あ
る
と
危
機
感
を
表
し
、
「
Ⅰ
」

に
お
い
て
戦
後
史
研
究
に
共
通
す
る
問

題
意
識
の
一
つ
を
、
戦
前
あ
る
い
は
戦

時
下
と
峻
別
せ
ず
、
そ
の
関
連
・
継
承

性
を
俎
上
に
の
せ
、
戦
後
へ
の
継
承
あ

る
い
は
飛
躍
・
発
展
に
つ
い
て
検
証
す

る
こ
と
、
ま
た
戦
後
史
の
時
期
区
分
を

特
措
法
が
失
効
し
た
二
〇
〇
二
年
で
な

く
、
高
度
経
済
成
長
が
終
焉
す
る
一
九

七
三
年
な
い
し
七
四
年
と
し
た
。
「
Ⅱ
」

で
は
、
部
落
問
題
の
解
決
を
目
指
す
運

動
や
教
育
、
行
政
が
広
く
人
権
擁
護
の

先
進
的
な
事
例
と
な
っ
た
と
し
て
、
今

後
を
考
え
た
現
時
点
で
の
問
題
意
識
や

課
題
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
「
Ⅲ
」
は

隣
接
す
る
分
野
や
関
連
す
る
分
野
で
の

研
究
か
ら
学
ぶ
と
の
視
点
か
ら
編
集
さ

れ
た
と
す
る
。

さ
て
、
「
Ⅰ
戦
後
部
落
史
研
究
の
諸

課
題
」
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。日

本
国
憲
法
と
部
落
問
題
（
高
野
眞
澄
）

占
領
政
策
と
部
落
解
放
運
動
の
再
出

発
（
渡
辺
俊
雄
）

部
落
解
放
運
動
の
展
開
と
そ
の
記
録

（
竹
森
健
二
郎
）

同
和
行
政
論
（
吉
村
智
博
）

同
和
教
育
、
解
放
教
育
、
人
権
教
育

（
平
沢
安
政
）

『
破
戒
』
を
め
ぐ
る
百
年
（
太
田
恭
治
）

高
度
経
済
成
長
と
部
落
の
生
活
実
態

（
石
元
清
英
）

高
野
は
、
日
本
国
憲
法
制
定
時
に
お

け
る
研
究
を
概
括
し
た
後
、
解
放
委
員

会
の
関
わ
り
を
論
述
し
、
フ
ラ
ン
ク
・

ア
パ
ム
の
「
政
府
の
法
的
義
務
も
、
被

差
別
部
落
民
個
人
の
権
利
も
定
め
な
か
っ

た
」
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
法

と
の
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
の
指
摘
を

紹
介
し
、
「
福
祉
国
家
の
理
念
と
人
権

の
原
理
及
び
国
連
の
パ
リ
原
則
の
精
神

を
切
実
に
体
得
し
て
、
差
別
の
禁
止
と

人
権
救
済
の
法
制
度
化
を
達
成
す
る
こ

と
」
を
提
言
し
て
い
る
。

渡
辺
は
、
戦
後
史
研
究
の
視
点
と
し

て
、
①
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
実
態
、

②
部
落
に
住
む
人
び
と
の
意
識
の
多
様

性
、
③
革
新
と
保
守
的
な
勢
力
、
④
複

合
的
な
視
点
を
持
っ
た
部
落
史
、
の
四

点
を
挙
げ
、
解
放
運
動
の
「
突
出
」
は

戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
行
政
や
教
育
、

労
働
運
動
、
福
祉
や
人
権
保
障
の
あ
り

よ
う
の
中
に
「
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
」
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

竹
森
は
、
戦
後
の
運
動
史
研
究
で
立

場
を
異
に
す
る
研
究
を
紹
介
、
ま
た
占

領
期
研
究
の
深
化
、
佐
々
木
隆
爾
の

「
ロ
ス
ト
ウ
路
線
」
を
め
ぐ
る
議
論
、

広
島
・
兵
庫
・
京
都
等
の
地
方
戦
後
運

動
史
研
究
を
整
理
し
、
課
題
と
し
て
、

①
戦
前
と
戦
後
の
連
続
と
断
絶
、
②
特

措
法
以
前
と
以
後
の
運
動
の
あ
り
方
を

あ
げ
て
い
る
。

吉
村
は
、
同
和
行
政
の
総
合
史
と
し

て
、
磯
村
英
一
編
『
同
和
行
政
論
』
を

ま
ず
挙
げ
、
藤
野
豊
、
横
島
章
、
板
寄

俊
雄
、
戸
木
田
嘉
久
、
杉
之
原
寿
一
の

研
究
を
紹
介
し
た
。
ま
た
同
和
行
政
の

史
的
検
証
を
お
こ
な
っ
た
金
井
宏
司
の

研
究
に
注
目
し
た
。
以
下
、
地
域
史
の

中
の
同
和
行
政
で
大
阪
・
京
都
・
兵
庫

等
の
研
究
、
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
の

検
証
、
従
来
の
研
究
を
批
判
的
に
継
承

し
て
い
く
視
座
と
し
て
、
行
政
施
策
に

よ
っ
て
「
部
落
の
共
同
体
が
ど
の
よ
う

に
変
容
し
た
の
か
」
を
解
明
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
論
点
と
し
て
、
①
融
和

行
政
・
同
和
行
政
の
連
続
性
、
②
教
育

や
労
働
な
ど
と
の
同
時
代
性
の
考
察
、

③
同
和
行
政
の
戦
後
行
政
全
般
へ
の
位

置
づ
け
、
を
掲
げ
た
。

平
沢
は
、
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け

た
教
育
実
践
を
、
名
称
の
変
遷
を
表
す

「
同
和
教
育
、
解
放
教
育
、
人
権
教
育
」

と
し
て
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
歩
み

を
示
し
た
。
同
和
教
育
に
お
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
教
育
人
類
学
者
Ｊ
・
オ
グ

ブ
が
提
唱
し
た
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
モ
デ

ル
」
を
克
服
す
る
教
育
的
働
き
か
け
が

同
和
教
育
の
一
貫
し
た
課
題
で
あ
っ
た

と
し
、
戦
後
同
和
教
育
の
変
遷
、
九
〇

年
代
以
降
「
参
加
体
験
型
」
と
い
う
新
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本
の
紹
介

友
永
健
三
・
渡
辺
俊
雄
編
著

『
部
落
史
研
究
か
ら
の
発
信
』
第
３
巻

現
代
編

阿

南

重

幸

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
人
権
研
究
所
）



し
い
手
法
が
人
権
総
合
学
習
で
導
入
さ

れ
る
ま
で
を
示
し
た
。
解
放
教
育
は
、

名
称
の
同
和
教
育
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
次
第
に
他
の

差
別
問
題
の
解
決
に
向
け
た
教
育
内
容

が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
権
教

育
は
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10

年
」
を
期
に
幅
広
く
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
「
部
落
差
別
の
今
」

に
こ
だ
わ
る
同
和
教
育
の
再
構
築
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

「
『
破
戒
』
を
め
ぐ
る
百
年
」
に
お

い
て
太
田
は
、
関
連
論
文
八
〇
〇
を
カ

バ
ー
す
る
津
田
潔
編
『
小
説
『
破
戒
』
・

研
究
文
献
集
成
』
と
い
う
基
礎
研
究
に

導
か
れ
た
と
い
い
、
同
時
代
批
評
、
受

容
と
波
紋
、
戦
後
か
ら
現
在
へ
等
々
細

か
な
「
破
戒
」
史
研
究
を
鳥
瞰
し
た
。

た
だ
、
太
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
破

戒
』
研
究
の
蓄
積
の
う
え
に
、
『
破
戒
』

以
前
・
以
後
の
部
落
問
題
文
芸
の
研
究

が
望
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
章
「
Ⅱ
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

「
Ⅰ
」
の
最
後
は
石
元
清
英
「
高
度

経
済
成
長
と
部
落
の
生
活
実
態
」
で
あ

る
。
石
元
は
、
部
落
の
現
状
研
究
が
な

ぜ
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
影
響
を
軽
視

し
た
の
か
、
と
疑
問
を
提
示
し
、
根
強

い
「
部
落
＝
窮
乏
説
」
が
背
景
に
あ
る

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
部
落
差
別
＝

部
落
の
劣
悪
な
生
活
実
態
」
と
い
う
図

式
に
よ
る
分
析
が
支
配
的
で
あ
り
、

「
部
落
差
別
が
存
在
し
て
い
る
の
は
自

明
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
部
落
の
生
活
実

態
は
劣
悪
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論

が
先
の
あ
る
論
考
が
少
な
く
な
か
っ
た

と
す
る
。
そ
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期

に
お
け
る
部
落
の
変
化
が
注
目
さ
れ
は

じ
め
た
の
は
、
一
九
八
四
年
の
師
岡
佑

行
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。

「
Ⅱ
戦
後
の
部
落
問
題
研
究
と
今
後

の
課
題
」
は
、

部
落
（
民
）
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
内
田
龍
史
）

部
落
の
民
俗
伝
承
（
中
村
水
名
子
）

司
法
と
部
落
問
題
（
中
村
清
二
）

狭
山
事
件
（
笠
松
明
広
）

戸
籍
制
度
と
部
落
問
題
（
佐
藤
文
明
）

部
落
実
態
調
査
概
史
（
菱
山
謙
二
）

メ
デ
ィ
ア
社
会
の
人
権
（
西
村
寿
子
）

国
際
的
視
野
か
ら
み
た
部
落
問
題
（
友

永
健
三
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
田
は
、
部
落

（
民
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
活
発
に
問

い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
特

別
措
置
法
の
失
効
が
視
野
に
入
る
時
期

で
あ
り
、
そ
れ
が
「
揺
ら
い
だ
り
、
危

機
的
な
状
況
を
迎
え
た
と
き
に
意
識
さ

れ
る
も
の
」
で
あ
れ
ば
、
問
い
直
し
を

必
然
と
す
る
。
「
期
待
さ
れ
る
部
落
民

像
」
で
は
、
「
部
落
（
民
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
、
時
々
に
部
落
（
民
）
を
必
要
と

し
た
社
会
構
造
・
権
力
・
部
落
外
の
人
々

に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
側
か
ら
は
部
落

解
放
運
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言

説
実
践
の
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
で
構
築

さ
れ
て
き
た
」
と
し
、
ま
た
実
証
研
究

が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
研
究
の
方
向
性

と
し
て
、
差
別
論
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

と
、
部
落
（
民
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研

究
の
接
合
を
展
望
し
た
い
と
す
る
。

中
村
（
水
名
子
）
は
、
民
俗
伝
承
の
掘

り
起
こ
し
を
活
用
す
る
こ
と
、
新
た
な

文
化
創
造
へ
の
取
り
組
み
、
「
ム
ラ
の

歴
史
」
の
内
容
を
深
め
る
こ
と
を
提
起

し
、
さ
ら
に
部
落
内
部
の
差
別
構
造
や

部
落
と
在
日
朝
鮮
人
等
の
か
か
わ
り
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
す

る
。中

村
（
清
二
）
は
、
『
戦
後
部
落
問
題

関
係
判
例

解
説
編
』
『
同

資
料
編
』

か
ら
、
①
結
婚
差
別
、
②
興
信
所
結
婚

差
別
身
元
調
査
、
③
糾
弾
、
の
三
テ
ー

マ
に
つ
い
て
分
析
概
要
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
訴
訟
記
録
の
保
管
、
現
行

法
制
度
の
限
界
点
と
そ
の
克
服
課
題
の

整
理
、
他
の
差
別
問
題
と
の
比
較
研
究

等
を
課
題
と
し
て
い
る
。

笠
松
は
、
「
狭
山
事
件
」
に
お
い
て
、

運
動
の
歴
史
、
裁
判
闘
争
、
支
援
・
連

帯
の
広
が
り
と
論
を
進
め
、
野
間
宏
が

雑
誌
『
世
界
』
に
「
狭
山
裁
判
批
判
」

を
連
載
し
た
こ
と
が
、
こ
の
事
件
を
文

化
人
や
学
者
・
研
究
者
に
広
め
る
こ
と

に
貢
献
し
た
と
す
る
。

佐
藤
の
「
戸
籍
制
度
と
部
落
問
題
」

は
、
戸
籍
の
成
立
と
研
究
史
、
運
動
と

行
政
、
改
革
を
め
ぐ
る
論
点
が
整
理
さ

れ
、
「
改
革
か
解
体
か
」
「
個
人
籍
化
」

「
個
人
情
報
保
護
法
」
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

菱
山
謙
二
の
「
部
落
実
態
調
査
概
史
」

は
、
「
Ⅰ
」
で
扱
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
戦
前
・
戦

後
の
実
態
調
査
の
状
況
が
詳
述
さ
れ
、

国
が
お
こ
な
っ
た
最
後
の
調
査
で
あ
る

一
九
九
三
年
の
「
同
和
地
区
実
態
把
握

等
調
査
」
の
結
果
が
九
六
年
の
「
意
見

具
申
」
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
物
理
的

改
善
事
業
は
相
当
に
進
展
し
た
が
、
就

労
の
不
安
定
、
大
学
進
学
率
の
低
さ
、

結
婚
問
題
を
中
心
に
偏
見
や
差
別
意
識

の
解
消
は
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
。
一

般
行
政
と
し
て
の
同
和
行
政
が
後
退
す

る
中
、
今
ま
た
国
に
よ
る
統
一
的
・
総

合
的
な
調
査
が
望
ま
れ
る
と
し
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
人
権
」
で
西
村

は
、
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
市
民
の
視
座
か
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ら
な
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
通
し
て

再
構
築
さ
れ
て
い
く
『
表
現
の
自
由
』

の
捉
え
方
、
オ
ー
デ
ィ
ア
ン
ス
（
視
聴
者
・

読
者
）
を
め
ぐ
る
研
究
」
に
つ
い
て
述
べ

る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
①
映
像
メ
デ
ィ

ア
の
分
析
、
②
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
市
民
が

メ
デ
ィ
ア
問
題
を
調
整
す
る
主
体
と
な

り
う
る
教
育
・
研
究
の
必
要
性
、
③
被

差
別
部
落
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
市
民
か
ら

の
発
信
を
促
進
し
て
い
く
研
究
、
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。

友
永
は
、
九
六
年
の
「
意
見
具
申
」

に
「
部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権

問
題
の
解
決
」
が
国
際
的
な
責
務
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
日
本

が
締
結
し
て
き
た
国
連
の
人
権
関
係
諸

条
約
と
の
関
係
で
部
落
問
題
が
ど
の
よ

う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
紹
介

し
、
今
後
の
課
題
を
提
起
す
る
と
し
た
。

研
究
課
題
と
し
て
、
「
職
業
と
世
系
に

基
づ
く
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
」

や
「
条
約
」
の
採
択
を
め
ざ
し
た
研
究

を
深
め
る
な
ど
、
五
つ
の
提
言
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

「
Ⅲ
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に
向
け
た

発
信
」
で
は
、
次
の
六
分
野
か
ら
問
題

提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
。

在
日
朝
鮮
人
と
在
日
外
国
人
（
高
野
昭

雄
）

沖
縄
（
戸
邉
秀
明
）

ハ
ン
セ
ン
病
（
宮
前
千
雅
子
）

障
害
者
（
勝
野
有
美
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
熊
本
理
抄
）

人
種
主
義
（
竹
沢
泰
子
）

高
野
は
、
「
今
後
日
本
が
多
民
族
社

会
へ
転
換
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本

に
来
て
か
ら
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
有
す

る
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
し
て
の
在
日
コ

リ
ア
ン
の
教
訓
を
生
か
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
し
て
初
め
て
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
へ
の

対
応
の
道
筋
も
見
え
て
く
る
」
と
し
て
、

「
通
史
」
「
戦
間
期
の
在
日
朝
鮮
人
」

か
ら
「
部
落
史
と
在
日
朝
鮮
人
史
」
ま

で
詳
述
さ
れ
る
。

戸
邉
は
、
沖
縄
史
研
究
の
検
討
対
象

を
一
九
九
〇
年
以
降
に
限
定
し
、
冨
山

一
郎
『
近
代
日
本
社
会
と
「
沖
縄
人
」
』

を
画
期
の
象
徴
と
し
、
課
題
と
展
望
に

お
い
て
、
伊
波
普
猷
以
来
の
沖
縄
学
の

「
初
心
」
が
喪
わ
れ
る
危
険
を
指
摘
し
、

こ
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
屋
嘉
比
収
の

研
究
が
「
初
心
」
を
い
き
い
き
と
更
新

し
て
い
く
、
と
す
る
。

宮
前
は
、
前
近
代
・
近
代
の
ハ
ン
セ

ン
病
史
、
戦
後
の
研
究
史
を
詳
述
し
、

前
後
の
時
代
と
の
連
続
と
断
絶
が
曖
昧

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
「
近
代
以
降
の

隔
離
政
策
が
そ
の
家
族
を
含
め
ハ
ン
セ

ン
病
者
の
人
生
全
体
に
関
わ
っ
て
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
連
続
と
断
絶

は
、
な
お
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
す

る
。勝

野
は
、
社
会
福
祉
研
究
史
の
概
略

を
、
労
働
・
医
学
・
教
育
と
障
害
の
観

点
で
整
理
し
、
到
達
点
と
し
て
「
い
ま

や
障
害
の
概
念
が
普
遍
的
な
も
の
で
は

な
く
、
経
済
や
社
会
構
造
、
社
会
が
重

視
す
る
価
値
な
ど
と
の
関
連
に
お
い
て

つ
く
ら
れ
る
と
い
う
認
識
が
広
く
共
有

さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
し
、
障
害
者
問
題

と
い
っ
た
ん
切
り
離
し
て
障
害
そ
の
も

の
を
問
う
視
座
を
提
案
し
て
い
る
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
熊
本
は
、
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
部
落
問
題
」
研
究
の
課
題
と

展
望
と
し
て
、
①
部
落
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
の
解
明
、
②
部
落
女
性
の
主

体
を
め
ぐ
る
研
究
、
③
部
落
問
題
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
の
重
層
性
・
複
合
性
・
交
差

性
を
解
明
す
る
理
論
的
研
究
や
実
証
的

研
究
、
④
部
落
の
文
学
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
批
評
、
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。

竹
沢
は
「
人
種
主
義
」
に
お
い
て
、

そ
の
膨
大
と
も
い
え
る
研
究
を
理
論
的

研
究
・
黒
人
・
白
人
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

科
学
・
太
平
洋
戦
争
・
日
本
・
地
域
等
、

九
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
し
て
概
観
し
て

い
る
。

以
上
、
『
部
落
史
研
究
か
ら
の
発
信

第
３
巻
』
（
現
代
編
）
に
収
録
さ
れ
る

諸
々
の
研
究
史
か
ら
課
題
・
展
望
さ
れ

た
論
点
を
紹
介
し
た
が
、
一
読
し
た
後

の
あ
る
種
の
違
和
感
が
今
も
残
る
。
そ

れ
は
、
部
落
史
研
究
と
い
う
側
面
か
ら

あ
え
て
言
え
ば
、
戦
後
史
研
究
と
現
代

の
区
分
の
曖
昧
さ
に
因
る
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
戦
後
史
研
究
と
現
代
は
別
に

論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

渡
辺
は
総
論
で
「
日
本
の
社
会
で
部
落

が
占
め
る
位
置
、
部
落
問
題
が
持
つ
意

味
が
変
わ
っ
た
の
は
同
対
審
答
申
や
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
で
は
な
く
、

一
九
六
〇
年
以
降
に
本
格
的
に
始
ま
る

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
日
本
の
社
会
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
」
と
し
て
い
る

が
、
必
ず
し
も
こ
の
視
点
は
活
か
さ
れ

た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た

時
期
区
分
が
、
部
落
問
題
の
今
を
照
射

す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
発
信
さ
れ
た
本
書
が
部

落
問
題
の
戦
後
と
現
代
を
説
き
起
こ
す

糧
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
刊
、
〇
九
年
七
月
、

三
五
〇
〇
円
）
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Ⅴ

論
文
を
書
く

１

研
究
発
表
を
す
る

さ
て
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
研
究
史
整

理
や
批
判
が
で
き
、
史
料
調
査
も
で
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
近
現
代
部
落
史
」

研
究
を
、
通
常
の
手
続
き
で
研
究
を
行

う
の
は
、
論
文
の
検
索
や
史
料
調
査
一

つ
に
し
て
も
「
関
係
者
」
以
外
の
「
ふ

つ
う
の
人
」
に
は
と
て
も
手
間
が
か
か

り
、
制
約
が
多
い
の
は
ご
理
解
い
た
だ

け
た
と
思
う
。
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
制

約
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
無
く
し
て
、
「
関

係
者
」
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
参
加
可

能
な
オ
ー
プ
ン
な
研
究
分
野
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
書
い
た
論
文
を
発
表
し
よ

う
す
る
と
き
、
た
い
て
い
の
人
は
ま
ず

研
究
発
表
を
し
て
、
論
文
の
内
容
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
考
え
る
だ

ろ
う
。
で
は
一
つ
、
学
会
や
研
究
会
で

発
表
を
と
思
っ
て
も
、
「
近
現
代
部
落

史
」
研
究
を
専
門
と
し
、
定
期
的
に
研

究
会
を
開
催
し
、
学
会
誌
・
研
究
会
誌

を
出
し
て
い
る
全
国
的
な
学
会
・
研
究

会
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
近
年
よ

う
や
く
、
年
に
一
回
各
地
で
大
会
を
行
っ

て
い
る
全
国
部
落
史
研
究
交
流
会
が
、

全
国
部
落
史
研
究
会
に
改
組
し
、
会
員

制
組
織
と
な
っ
た
が
、
な
ぜ
か
い
ま
だ

会
誌
を
発
行
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
分
野
で

も
学
会
や
、
研
究
会
が
あ
る
昨
今
で
は

非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

同
じ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
研
究
で
も
、
在
日

朝
鮮
人
史
に
つ
い
て
は
在
日
朝
鮮
人
運

動
史
研
究
会
（
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
）

が
三
○
年
以
上
前
か
ら
存
在
し
、
韓
国

に
は
韓
日
民
族
問
題
学
会
（
『
韓
日
民
族

問
題
研
究
』
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
女
性

史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
に
つ
い
て
は
、
女

性
史
総
合
研
究
会
（
『
女
性
史
学
』
）
、

総
合
女
性
史
研
究
会
（
『
総
合
女
性
史
研

究
』
）
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
会
（
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
学
』
）
が
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
、
か
な
り

マ
イ
ナ
ー
な
分
野
で
も
○
○
史
研
究
会

や
○
○
史
学
会
が
あ
る
現
状
で
は
相
当

奇
異
な
こ
と
だ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
全
国
的
な
学
会
・
研
究

会
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
基
本
的
に
「
部
落
史
」
研

究
自
体
が
、
各
地
の
部
落
問
題
関
係
の

研
究
所
や
行
政
、
同
和
・
人
権
教
育
関

係
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
財
政
的
な
裏

づ
け
も
同
和
行
政
・
人
権
行
政
や
教
育

行
政
・
研
究
団
体
な
ど
が
行
っ
て
き
た

た
め
、
そ
れ
ら
の
機
関
の
紀
要
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
発
表
媒
体
に
こ
れ
ま

で
困
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
発
表
媒
体
の
多
さ
に
反
比
例
し

て
、
研
究
者
が
少
な
い
の
で
、
同
じ
研

究
者
が
同
じ
内
容
の
研
究
論
文
を
、
な

ん
ど
も
違
う
雑
誌
に
書
く
な
ど
と
い
う

こ
と
が
相
当
数
行
わ
れ
て
い
る
。
ひ
ど

い
場
合
は
三
〜
四
度
、
ほ
と
ん
ど
同
様

の
内
容
の
論
文
を
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て

掲
載
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
他
に
も

紀
要
に
既
に
発
表
し
た
論
文
を
論
文
集

に
何
の
注
記
も
な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

転
載
し
て
い
る
事
例
さ
え
あ
り
、
本
当

に
驚
き
に
耐
え
な
い
。

一
方
、
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
研
究
は
、

そ
の
よ
う
な
研
究
機
関
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
近
年
大
学
な
ど
を
中
心
に
様
々
な

機
関
が
出
来
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ

れ
ま
で
は
自
主
的
な
学
会
や
研
究
会
を

組
織
し
て
、
研
究
の
発
表
場
所
を
自
ら

の
力
で
作
り
上
げ
て
き
た
。
そ
の
研
究

分
野
と
し
て
の
力
量
の
差
は
歴
然
と
し

て
い
る
。
表
三
を
み
て
み
よ
う
。
「
近

現
代
部
落
史
」
研
究
に
つ
い
て
書
か
れ

た
研
究
書
や
論
文
集
が
ど
れ
だ
け
学
会

誌
・
研
究
会
誌
で
、
書
評
が
さ
れ
て
い

る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
は

こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
研
究
書
・

論
文
集
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り

に
も
少
な
い
の
で
、
一
部
に
被
差
別
部

落
に
関
係
す
る
叙
述
の
あ
る
著
作
も
組

み
込
ん
だ
が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は

わ
ず
か
こ
れ
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
藤
野
豊
『
水
平
運

動
の
社
会
思
想
史
的
研
究
』
（
雄
山
閣
出

版
、
一
九
八
九
年
）
の
よ
う
に
、
研
究
史

上
画
期
的
な
著
作
に
も
関
わ
ら
ず
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
、
お

お
む
ね
書
評
さ
れ
た
著
作
は
妥
当
な
評

価
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
書
評
者
が

特
定
の
研
究
者
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
学
会
誌
の
書
評
に
と
り
あ

げ
ら
れ
る
に
は
、
ま
ず
書
評
対
象
本
と

み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に

適
切
な
書
評
者
が
い
な
け
れ
ば
、
書
評

対
象
と
し
て
見
送
ら
れ
る
。
表
３
は
周

囲
の
歴
史
学
研
究
者
に
「
近
現
代
部
落

史
」
研
究
自
体
が
、
ど
の
よ
う
に
み
ら

れ
て
い
る
か
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ

り
、
研
究
水
準
の
向
上
と
「
関
係
者
」

以
外
に
も
理
解
で
き
る
研
究
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

私
の
場
合
、
部
落
問
題
研
究
所
と
京

都
部
落
史
研
究
所
（
現
京
都
部
落
問
題
研

究
資
料
セ
ン
タ
ー
）
で
史
料
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
、

部
落
問
題
関
係
の
研
究
機
関
で
は
、
部

落
問
題
研
究
所
、
世
界
人
権
問
題
研
究
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「ふ
つ
う
の
人
」の
た
め
の
「近
現
代
部
落
史
」の

よ
み
か
た
・し
ら
べ
か
た
（そ
の
三
・終
）

杉

本

弘

幸

（京
都
市
市
政
史
編
纂
助
手
）



年代 著者・編者 著書名 出版社 書評誌（執筆者）

1980年 ひろたまさき 『文明開化と民衆意識』 青木書店 『歴史学研究』（広瀬玲子）

布引敏雄 『長州藩部落解放史研究』 三一書房 『日本史研究』（北川健）

1981年

1982年

1983年 東義和 『被差別部落と一揆』 明石書店 『法制史研究』（荒井貢次郎）

天野卓郎 『大正デモクラシーと民衆運動』 雄山閣 『史学研究』（相良英輔）

工藤英一 『キリスト教と部落問題』 新教出版社 『日本の神学』（熊谷一綱）

1984年 部落問題研究所編 『部落史の研究　近代編』 部落問題研究所
『歴史評論』（塚田孝）、『歴史
学研究』（藤野豊）

森山沾一 『部落解放教育の地域的形成』 明石書店
『教育社会学研究』（今津孝
次郎）

1985年 鈴木良 『近代日本部落問題研究序説』 部落問題研究所
『史学雑誌』（小路田泰直）、
『史林』（今西一）

中川清 『日本の都市下層』 勁草書房
『史学雑誌』（橋本哲哉）、『社
会経済史学』（玉井金五）

北崎豊二 『近代地方民衆史研究』 法律文化社 『日本史研究』（後藤靖）

1986年 部落解放研究所編 『水平社運動史論』 解放出版社 『日本史研究』（黒川みどり）

1987年 杉原薫・玉井金五編 『大阪・大正・スラム』 新評論
『社会経済史学』（中川清）、
『史学雑誌』（橋本哲哉）

1988年
黒川みどり・徳永高志・
藤野豊編著

『米騒動と被差別部落』 雄山閣
『歴史評論』（布川弘）、『歴史
学研究』（竹永三男）

1989年 部落問題研究所編 『近代日本の社会史的分析』 部落問題研究所
『歴史評論』（徳永高志）、『歴
史学研究』（藤野豊）、『日本
史研究』（黒川みどり）

安保則夫 『ミナト神戸　コレラ・ペスト・スラム』 学芸出版社 『日本史研究』（小林丈広）

1990年 上杉聰 『明治維新と賎民廃止令』 解放出版社
『法制史研究』（荒井貢次
郎）、『歴史評論』（今西一）、
『日本史研究』（ひろたまさき）

1991年

1992年

玉井金五 『防貧の創造』 啓文社

『大原社会問題研究所雑誌』
（池田信）、『日本労働研究雑
誌』（中川清）、『社会経済史
学』（安保則夫）

1993年 今西一 『近代日本の差別と村落』 雄山閣
『歴史学研究』（上杉聰）、『史
林』（冨山一郎）、『歴史評論』
（三沢純）

布川弘
『神戸における都市「下層社会」の
形成と構造』

兵庫部落問題研
究所

『歴史学研究』（中嶋久人）、
『歴史評論』（徳永高志）

1994年

1995年

1996年 河明生
『韓人日本移民社会経済史　戦前
編』

明石書店
『経営史学』（韓 載香）、『コリ
アン・マイノリティ研究』（外村
大）

1997年 高木博志 『近代天皇制の文化史的研究』 校倉書房 『日本歴史』（阪本是丸）
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表3 学会誌に書評が掲載された『近現代部落史』関係研究書・論文集一覧（1980-2009）



藤目ゆき 『性の歴史学』 不二出版

『女性史学』（上野輝将）、『歴
史学研究』（宋連玉）、『歴史
評論』（石崎昇子、折井美耶
子）、『日本史研究』（小野沢
あかね）、『家族社会学研究』
（大山治彦）

1998年 竹永三男 『近代日本の地域社会と部落問題』 部落問題研究所

『大原社会問題研究所雑誌』
（横関至）、『日本史研究』（今
西一）、『人民の歴史学』（友
常勉）、『歴史学研究』（黒川
みどり）

安川寿之輔編著 『日本近代教育と差別』 明石書店
『教育学研究』（梅田修）、『日
本教育史研究』（佐藤広美）

藤野豊 『日本ファシズムと優生思想』 かもがわ出版

『寄せ場』（金子マーティン）、
『ＳＮＥジャーナル』（前田博
行）、『民衆史研究』（松村寛
之）

1999年 黒川みどり
『異化と同化の間－被差別部落認
識の軌跡－』

青木書店 『民衆史研究』（関口寛）

安岡憲彦 『近代日本の下層社会』 明石書店 『寄せ場』（文貞美）

辻ミチ子 『転生の都市・京都』 阿吽社
『日本史研究』（北原糸子）、
『新しい歴史学のために』（秋
元せき）

松浦勉・渡辺かよ子編 『差別と戦争』 明石書店 『歴史評論』（黒川みどり）

2000年

2001年 小林丈広 『近代日本の公衆衛生』 雄山閣
『日本史研究』（杉本弘幸）、
『人民の歴史学』（阿部安
成）、『日本歴史』（中静未知）

朝治武 『水平社の原像』 解放出版社
『大原社会問題研究所雑誌』
（黒川みどり）

2002年 重松正史 『大正デモクラシーの研究』 清文堂
『日本史研究』（能川泰治）、
『日本歴史』（松下孝昭）

2003年 小林丈広編著 『都市下層の社会史』 解放出版社
『日本史研究』（布川弘）、『ヒ
ストリア』（杉本弘幸）

黒川みどり 『地域史の中の部落問題』 解放出版社 『ヒストリア』（布川弘）

2004年

2005年 横山百合子 『明治維新と近世身分制の解体』 山川出版社 『人民の歴史学』（森下徹）

鈴木良 『水平社創立の研究』 部落問題研究所
『歴史評論』（今西一）、『ヒス
トリア』（杉本弘幸）

2006年

2007年 北崎豊二編著 『明治維新と被差別民』 解放出版社 『日本歴史』（今西一）

2008年 黒川みどり編著 『〈眼差される者〉の近代』 解放出版社
『大原社会問題研究所雑誌』
（與那覇潤）

高木博志 『近代天皇制と古都』 岩波書店

『日本史研究』（布川弘）、『ヒ
ストリア』（戸塚順子）、『明治
聖徳記念学会紀要』（藤田大
誠）

2009年 ？

※基本的に研究書・論文集を対象として、一般書を除いた。また、紀要・学内学会誌は除いた。そして、単なる新刊紹介は対象と

しなかった。
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セ
ン
タ
ー
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所

で
研
究
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
全
く
人
づ
て
の
紹
介
に
す
ぎ
ず
、

人
脈
が
な
け
れ
ば
、
報
告
機
会
も
な
か
っ

た
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
会
は
コ
ネ
や

ツ
テ
の
な
い
「
ふ
つ
う
の
人
」
に
と
っ

て
は
い
つ
・
ど
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
る

か
す
ら
容
易
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ

る
。そ

こ
で
、
誰
も
が
参
加
可
能
な
オ
ー

プ
ン
な
学
会
・
研
究
会
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
既
に
社
会
学
で
は
「
解
放
社
会

学
会
」
な
ど
も
あ
る
。
そ
し
て
、
女
性

学
な
ど
が
全
く
研
究
分
野
自
体
が
認
知

さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
学
会
・
研
究
会
を
作
り
上
げ
、
研

究
発
表
の
場
を
確
保
し
て
き
た
歴
史
に

「
部
落
史
」
研
究
者
も
い
ま
こ
そ
学
ぶ

べ
き
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
部

落
史
」
研
究
の
草
創
期
は
「
部
落
史
」

研
究
者
も
自
分
達
の
力
で
発
表
の
場
を

確
保
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
私
自
身
は
、
歴
史
学
の
研
究

者
で
あ
る
以
上
、
様
々
な
歴
史
学
関
係

の
学
会
・
研
究
会
に
赴
く
が
、
「
近
現

代
部
落
史
」
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究

者
を
ほ
と
ん
ど
み
か
け
た
こ
と
が
な
い
。

学
会
や
研
究
会
で
挨
拶
や
近
況
報
告
な

ど
の
雑
談
を
す
る
「
近
現
代
部
落
史
」

研
究
者
は
決
ま
っ
た
数
名
に
過
ぎ
な
い
。

他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
関
係
の
研
究
者
は

た
く
さ
ん
会
う
の
に
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う

か
と
、
ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
私
は
し
ば
し
ば
「
部
落
史
」

以
外
の
普
通
の
歴
史
学
の
学
会
や
研
究

会
で
、
「
近
現
代
部
落
史
」
研
究
に
関

係
す
る
研
究
報
告
を
行
っ
て
き
た
が
、

自
分
以
外
で
「
近
現
代
部
落
史
」
関
係

の
研
究
報
告
を
聞
い
た
の
は
、
十
数
年

で
二
回
し
か
な
い
。
し
か
も
い
ず
れ
も

部
落
問
題
研
究
所
歴
史
研
究
会
と
日
本

史
研
究
会
近
現
代
史
部
会
の
合
同
例
会

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
研
究
分
野
と
し
て

認
知
さ
れ
な
い
の
も
無
理
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
管
見
の
限

り
、
講
演
的
な
も
の
以
外
の
き
ち
ん
と

し
た
実
証
研
究
報
告
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
大
高
俊
一
郎
が
東
京
歴
史
科
学
研

究
会
近
代
史
部
会
、
奥
本
武
裕
が
奈
良

歴
史
研
究
会
で
報
告
し
て
い
る
の
を
知

る
の
み
で
あ
る
。
前
近
代
の
被
差
別
身

分
に
関
す
る
研
究
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
を
し
ば
し
ば
見
る
の
に
比
べ

る
と
大
き
な
格
差
が
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

私
は
、
普
通
の
歴
史
学
の
研
究
会
で
発

表
し
つ
づ
け
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
「
近
現
代
部
落

史
」
研
究
を
や
っ
て
い
な
い
人
々
に
わ

か
ら
な
い
研
究
を
し
て
も
意
味
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
私
の
経
験
か
ら

い
っ
て
も
、
反
応
は
極
め
て
鈍
く
、
薄

い
。
だ
が
、
少
し
で
も
研
究
分
野
と
し

て
の
水
準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、

「
部
落
史
ギ
ル
ド
」
の
中
に
逃
避
せ
ず
、

「
近
現
代
部
落
史
」
研
究
者
一
人
一
人

が
、
普
通
の
歴
史
学
の
学
会
・
研
究
会

で
発
表
し
つ
づ
け
る
地
道
な
努
力
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

２

論
文
を
ど
こ
に
書
く
か

さ
て
、
研
究
発
表
を
行
い
、
課
題
も

み
え
た
。
修
正
し
て
、
次
は
い
よ
い
よ

論
文
を
投
稿
し
て
み
よ
う
。
だ
が
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
、
「
近
現
代
部
落
史
」

研
究
を
専
門
領
域
と
す
る
全
国
的
な
学

会
誌
・
研
究
会
誌
は
存
在
し
な
い
。
で

は
、
ふ
だ
ん
「
近
現
代
部
落
史
」
の
研

究
論
文
は
、
ど
の
よ
う
な
場
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
４
を
み
て

み
よ
う
。
こ
れ
は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て

い
る
「
部
落
史
」
関
係
の
研
究
雑
誌
一

覧
で
あ
る
。
当
然
、
洩
れ
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
四
○
以
上
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
近
年
で

も
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
、
『
お
お
い

た
部
落
解
放
史
』
、
『
人
権
と
社
会
』
、

『
も
や
い

長
崎
人
権
・
学
』
な
ど
の
雑

誌
が
続
々
と
休
刊
・
廃
刊
と
な
っ
て
い

る
が
、
い
ま
だ
に
一
つ
の
研
究
分
野
と

し
て
は
大
量
の
研
究
雑
誌
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
で
も
近
年
、
部
落
問

題
専
門
か
ら
、
人
権
問
題
全
般
に
シ
フ

ト
し
て
、
雑
誌
や
組
織
の
名
前
の
変
更

を
か
な
り
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
「
部
落

史
」
研
究
の
世
界
で
学
会
誌
・
研
究
会

誌
が
一
つ
も
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
存

在
し
な
い
理
由
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

い
ま
で
も
発
表
媒
体
が
多
す
ぎ
る
ぐ
ら

い
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
各

雑
誌
の
研
究
機
関
所
蔵
数
を
み
て
み
よ

う
。
ほ
と
ん
ど
が
一
○
○
以
下
の
所
蔵

数
で
あ
り
、
な
ん
と
全
く
所
蔵
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
雑
誌
も
少
な
く
な
い
。

所
蔵
数
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
日
本

全
国
ど
こ
で
も
手
に
入
る
の
は
、
『
部

落
問
題
研
究
』
、
『
部
落
解
放
研
究
』
、

『
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
紀
要
』

な
ど
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
外

の
雑
誌
は
部
落
問
題
・
人
権
問
題
関
係

研
究
機
関
に
い
か
な
け
れ
ば
閲
覧
す
る

こ
と
す
ら
で
き
な
い
マ
イ
ナ
ー
雑
誌
が

大
半
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ど
の
よ

う
な
事
態
を
ひ
き
お
こ
す
の
だ
ろ
う
か
？

私
の
場
合
で
は
言
え
ば
、
大
学
院
修
士

課
程
の
間
に
、
年
二
〜
三
本
の
論
文
の

依
頼
が
あ
っ
た
。
マ
ス
タ
ー
の
間
に
こ

ん
な
に
原
稿
依
頼
が
来
る
な
ど
、
普
通

の
研
究
分
野
な
ら
あ
り
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。
さ
す
が
に
私
も
自
分
が
有
能
だ

と
思
う
ほ
ど
愚
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
研
究
分
野
に
は
、
私
程
度
の
研
究

を
し
て
い
る
研
究
者
す
ら
少
な
い
の
だ

と
い
う
至
極
ま
っ
と
う
な
結
論
に
達
し

た
。
ま
た
、
私
の
乏
し
い
研
究
能
力
で

は
史
料
調
査
を
き
ち
ん
と
し
た
確
実
な

実
証
論
文
を
執
筆
す
る
の
は
、
年
一
本

が
限
界
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
書
い
て
、
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紀要・機関誌名 発行所・発行団体
研究機関所蔵数
（NACSISWebcat）

『解放研究』 東日本部落解放研究所 18

『明日を拓く』 東日本部落解放研究所 29

『水と村の歴史』 信州農村開発史研究所 28

『反差別・人権研究所みえ　研究紀要』 反差別・人権研究所みえ 0

『解放研究しが（リリアント紀要）』 反差別国際連帯解放研究所しが 0

『部落問題研究』 部落問題研究所 189

『研究紀要』（世界人権問題研究センター） 世界人権問題研究センター 42

『花園大学人権教育研究』 花園大学人権教育研究センタ― 9

『花園大学人権論集』 花園大学人権教育研究センタ―（批評社刊） 39

『身同』 真宗大谷派宗務所 10

『研究紀要』（奈良県立同和問題関係史料センター） 奈良県立同和問題関係史料センター 50

『リジョーナル』 奈良県立同和問題関係史料センター 2

『奈良人権・部落解放研究』 奈良人権・部落解放研究所 6

『水平社博物館研究紀要』 水平社博物館 8

『雑学』 下之庄歴史研究会 1

『奈良大学人権教育研究』 奈良大学人権委員会 0

『天理大学人権問題研究室紀要』 天理大学人権問題研究室 7

『奈良教育大学人権教育研究紀要』 奈良教育大学人権・ハラスメント防止委員会 121

『部落解放研究』 部落解放・人権研究所 152

『人権問題研究』 大阪市立大学人権問題研究会 81

『関西大学人権問題研究室紀要』 関西大学人権問題研究室 282

『人権教育思想研究』 関西外国語大学人権教育思想研究所 14

『人権問題研究所紀要』 近畿大学人権問題研究所 3

『大阪人権博物館紀要』 大阪人権博物館 13

『ひょうご部落解放』 ひょうご部落解放・人権研究所 24

『研究紀要』（ひょうご部落解放・人権研究所） ひょうご部落解放・人権研究所 11

『関西学院大学人権研究』 関西学院大学人権教育研究室 19

『研究紀要』（財団法人兵庫県人権啓発協会） 兵庫県人権啓発協会 14

『人権教育研究』 日本人権教育研究学会 0

『紀要』（和歌山県人権研究所） 和歌山県人権研究所 0

『人権２１　調査と研究』 岡山人権問題研究所 14

『部落解放研究』（広島部落解放研究所） 広島部落解放研究所 0

『人権と平和ふくやま』 福山市人権平和資料館 4

『解放研究とっとり』 鳥取県部落解放研究所 1

『しこく部落史』 四国部落史研究協議会 0

『高知の部落史』 高知県部落史研究会 0

『部落史研究報告集』 八幡浜部落史研究会 0

『リベラシオン』 福岡県人権研究所 26

『佐賀部落解放研究所紀要』 佐賀部落解放研究所 16

『部落解放研究くまもと』 熊本県部落解放研究会 5

※現在廃刊・休刊した雑誌は記載していない。さらに研究論文が掲載されているものに限定し、ニュースレター・通信・一般広報誌

などは除いた。雑誌タイトル変更があった場合、最新のタイトルで検索している。研究機関所蔵数（NACSISWebcat）は2010・1・25現

在の所蔵数である。
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表4 現在刊行されている主要な部落問題関係研究機関・研究会の紀要・機関誌一覧（2010・1・25現在）



レ
ベ
ル
の
低
い
論
文
を
粗
製
濫
造
し
た

く
は
な
か
っ
た
。
大
半
の
雑
誌
は
文
章

上
の
修
正
の
み
か
、
書
い
た
も
の
が
そ

の
ま
ま
載
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ

う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
は
原
稿
依

頼
や
報
告
依
頼
は
お
こ
と
わ
り
し
た
こ

と
は
な
い
の
だ
が
、
部
落
問
題
関
係
の

雑
誌
は
、
基
本
的
に
依
頼
を
お
断
り
し

た
。
そ
う
し
て
、
現
在
で
は
、
部
落
問

題
関
係
の
研
究
に
関
し
て
は
、
論
文
の

質
を
維
持
す
る
た
め
に
研
究
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
あ
り
、
史
料
調
査
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
京
都
所
在
の
研
究
機
関
に

限
定
し
て
、
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
に

決
め
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
雑
誌
が
多
す
ぎ
る

上
に
書
き
手
が
少
な
い
た
め
、
同
じ
よ

う
な
研
究
者
が
同
じ
よ
う
な
論
文
や
講

演
録
を
違
う
雑
誌
・
論
文
集
に
何
度
も

掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
講
演
な
ら
ば
、
詳
細
は
こ
の
参

考
文
献
・
論
文
を
参
照
な
ど
と
書
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
研
究
論
文

な
ら
ば
、
せ
め
て
、
一
定
程
度
の
史
料

チ
ェ
ッ
ク
や
研
究
史
の
確
認
、
論
旨
の

修
正
な
ど
簡
単
な
査
読
ぐ
ら
い
は
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
す
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
に
あ
ま
り

に
も
悲
惨
な
論
文
が
続
々
と
掲
載
さ
れ

る
と
い
う
事
態
に
陥
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
こ
れ
で
は
ご
く
一
部
の
真
摯
に

優
れ
た
研
究
を
発
表
し
続
け
て
い
る
研

究
者
が
う
か
ば
れ
な
い
。
ま
た
、
「
近

現
代
部
落
史
」
と
い
う
研
究
分
野
と
し

て
の
信
用
度
も
、
現
在
よ
り
は
る
か
に

上
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
意
見
と
し
て
は
、
史
料
調
査
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
史
料
所
蔵
機
関
・

研
究
機
関
の
紀
要
に
は
、
当
然
優
先
的

に
執
筆
す
る
。
た
だ
し
、
粗
製
濫
造
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
書
き
す
ぎ
な
い
こ

と
。
そ
れ
以
外
は
、
ふ
つ
う
の
研
究
分

野
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
全
国
学
会

誌
や
研
究
会
誌
に
投
稿
し
て
、
査
読
論

文
と
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、

歴
史
学
研
究
全
体
に
研
究
を
問
う
と
い

う
の
が
最
も
研
究
の
質
を
保
ち
な
が
ら
、

研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

Ⅵ

お
わ
り
に

さ
て
、
こ
こ
ま
で
で
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
一
般
歴
史
学
研
究
者
の
皆
さ
ん
に

質
問
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
問
題
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
私
な
り
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

第
一
に
、
先
行
研
究
を
徹
底
的
に
調

べ
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
と
お

り
、
普
通
の
研
究
分
野
の
研
究
の
探
し

方
で
は
、
重
要
な
論
文
が
非
常
に
マ
イ

ナ
ー
な
媒
体
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
「
近
現
代
部
落
史
」
研
究
で
は
、

正
確
に
研
究
史
把
握
を
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
私
も
そ
の
た
め
多
く
の

方
々
に
研
究
論
文
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
必
ず
読
ん
で

か
ら
研
究
の
内
容
を
判
断
す
る
こ
と
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
ご
く
最
近
に
書
か

れ
た
研
究
史
整
理
論
文
も
、
多
く
の
偏

り
が
あ
る
。
当
然
書
き
手
は
中
立
公
正

で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
完
全
な
客
観
性

を
担
保
す
る
の
は
や
は
り
不
可
能
で
あ

る
。
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の

眼
で
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
は
ど
の
研

究
分
野
で
も
同
じ
だ
が
、
「
近
現
代
部

落
史
研
究
」
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
既
存
の
史
料
集
を
よ
く
読
み

こ
む
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
一
九
七
○

―
八
○
年
代
に
翻
刻
さ
れ
た
「
近
現
代

部
落
史
」
関
係
史
料
集
な
ど
は
驚
く
ほ

ど
ひ
ど
い
誤
り
・
脱
漏
・
改
竄
が
多
い
。

だ
が
、
原
本
が
復
刻
版
と
し
て
だ
さ
れ

て
い
る
も
の
も
増
え
て
き
て
い
る
。
自

分
が
対
象
と
し
て
い
る
問
題
や
、
フ
ィ
ー

ル
ド
を
普
遍
化
す
る
た
め
に
も
一
通
り
、

史
料
集
類
を
通
読
す
る
こ
と
を
強
く
勧

め
た
い
。

第
三
に
、
被
差
別
部
落
の
史
料
だ
け

を
み
て
は
、
「
近
現
代
部
落
史
」
研
究

は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
史

料
集
を
み
る
の
は
と
て
も
大
事
だ
が
、

論
文
に
引
用
す
る
場
合
は
必
ず
原
典
に

あ
た
る
こ
と
。
そ
し
て
、
対
象
と
す
る

地
域
の
区
有
文
書
・
家
文
書
・
個
人
史

料
や
、
行
政
史
料
、
新
聞
・
雑
誌
を
調

査
し
な
け
れ
ば
、
被
差
別
部
落
の
実
態

す
ら
捉
え
ら
れ
な
い
し
、
位
置
づ
け
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
史
料
の
整
理
・

公
開
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
「
関
係
者
」
の
み
で

な
く
、
多
く
の
人
々
が
「
近
現
代
部
落

史
」
研
究
に
参
入
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
い
ま
一
番
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

第
四
に
「
部
落
史
ギ
ル
ド
」
の
中
に

引
き
こ
も
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
確
か

に
「
部
落
史
ギ
ル
ド
」
の
中
で
注
文
ど

お
り
に
論
文
を
書
い
て
い
れ
ば
、
原
稿

依
頼
も
来
る
だ
ろ
う
。
「
近
現
代
部
落

史
」
研
究
を
す
る
の
に
支
障
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
確
実

に
通
常
の
歴
史
学
研
究
と
は
乖
離
し
た

「
タ
コ
ツ
ボ
」
と
し
か
い
い
よ
う
の
な

い
極
め
て
レ
ベ
ル
の
低
い
研
究
が
出
来

上
が
る
。
い
つ
し
か
、
同
じ
よ
う
な
内

容
の
論
文
を
繰
り
返
し
書
い
て
も
な
ん

と
も
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
は
意
識
的
に
、
普
通
の
歴
史
学

の
学
会
・
研
究
会
で
報
告
し
、
部
落
問

題
・
人
権
問
題
雑
誌
以
外
に
も
充
分
掲

載
さ
れ
る
水
準
の
論
文
を
書
き
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ご
く
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
果
た

し
て
歴
史
学
会
に
す
ら
通
用
し
な
い
研

究
が
、
一
般
社
会
に
通
用
す
る
だ
ろ
う

か
？
基
本
的
な
研
究
環
境
の
整
備
や
水

準
の
向
上
こ
そ
が
「
部
落
史
研
究
か
ら

の
発
信
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
み
な
さ
ん
の
ご
指
摘
、
ご
批

判
を
お
待
ち
し
て
い
る
。
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トラ 中上健次の生涯』（高山文彦著）

部落解放 621号（解放出版社刊，2009.11）：630円

特集 人権のまちづくり

本の紹介

『反貧困学習―格差の連鎖を断つために』（大阪府立西

成高等学校著） 西成の現実と誇りを土台にしたシティ

ズンシップ教育 森実／『日本の癩＜らい＞対策から何

を学ぶか 新たなハンセン病対策に向けて』（成田稔著）

小島伸豊／『人間であって人間でなかった ハンセン病

と玉城しげ』（堀江節子著）／『部落差別の謎を解く

キヨメとケガレ』（川元祥一著）／『ケーススタディ

障がいと人権 障がいのある仲間が法廷を熱くした』

（障害と人権全国弁護士ネット著）

部落・差別の歴史 そのとらえ直しと論点 20 第3章 近

世における社会的位置 5 地域社会と、被差別部落の集

団的性格（続） 藤沢靖介

部落解放 622（解放出版社刊，2009.12）：630円

特集 女性の貧困

女の「貧困」を生み出すものはなにか 社納葉子／プレ

シングルマザーという存在 離婚前母子家庭の現状と課

題 中野冬美／介護労働の条件改善を訴える 介護労働に

従事する女性の貧困 白崎朝子／見えなくされている女

性の労働 企業社会のなかの女性差別と貧困問題 屋嘉比

ふみ子

本の紹介 中上紀著『熊野物語』 高澤秀次

同和教育の理念をふまえた人権教育を教育の普遍に 全

同教から全人教発足へ、その意義 高松秀憲

「怒り」と「感謝」を生む被害の構造 『栗生楽泉園入

所者証言集』の編集にかかわって 黒坂愛衣

深刻な人権侵害と搾取からの解放を カンボジアとイン

ドの児童労働 甲斐田万智子

インド仏教の人間解放の精神を伝える 佐々井秀嶺師が

日本全国を行脚 山本宗補

部落・差別の歴史 そのとらえ直しと論点 21 第3章 近

世における社会的位置 6 領主支配・政治権力、身分

（集団）と身分制度 1 藤沢靖介

部落解放研究 187号（部落解放・人権研究所刊，2009.

10）：1,000円

特集 「大阪の部落史」完結を記念して

考古学による部落史の試み 積山洋/別所秀高／大坂賤民

法制の構造と特質 覚書 のびしょうじ／壬申戸籍の編成

―大阪府の場合 北崎豊二

就職困難者の貧困と社会的排除―大阪の地域就労支援事

業相談者実態調査から見えてきたもの 福原宏幸

韓国の識字法―「平生教育法」について 川瀬俊治

企業によるミレニアム開発目標の実現―「国連グローバ

ル・コンパクト」と「ビジネスからの行動要請」 菅原

絵美

書評 苅谷剛彦他著『検証 地方分権化時代の教育改革

杉並区立「和田中」の学校改革』 諏訪晃一

部落問題研究 190（部落問題研究所刊，2009.9）：1,1

11円

北原泰作文書の調査の経過について―北原泰作文書研究

会の活動報告を兼ねて― 伊崎文彦，西尾泰広

史料紹介 北原泰作文書（その1）昭和十三年「記録」

本井優太郎

書評 上野輝将著『近江絹糸人権争議の研究―戦後民主

主義と社会運動―』 戸木田嘉久

「研究の足跡」その1 井ヶ田良治氏の法社会史研究

本願寺史料研究所報 38号（本願寺史料研究所刊，200

9.11）

近現代における本願寺寺務簿冊「府下宇治郡山科村大字

上花山字旭山火葬場、外一」について（上） 左右田昌

幸

水と村の歴史 信州農村開発史研究所紀要 24号（信

州農村開発史研究所刊，2009.3）

信州の宿場の被差別部落の成り立ちをめぐって 斎藤洋

一

桑山村名主市之丞の日記 文政八年（一八二五）正月～

四月 佐藤敬子

これからの人権同和行政の進め方 炭谷茂

人間を尊敬するということ―「部落・三百万人の訴え」

から五十年の今 平野一郎

「長野県部落問題関係記事概要」の一部修正と補遺等に

ついて 川向秀武

もやい 59号（長崎人権研究所刊，2009.3）

長崎の部落史研究

機関誌総目次／機関誌分類別目次／機関誌著者別目次／

蔵書目録―長崎県関係

リージョナル 12（奈良県立同和問題関係史料センター

刊，2009.9）

特集 史料紹介 大和郡山市池之内町奥西家文書―明治前

半期の小学校教育と被差別部落―

リベラシオン 135（福岡県人権研究所刊，2009.9）：1,

000円

特集 外国人研修生問題を考える

「立花町連続差別ハガキ事件」掲載のお詫び 西尾紀臣

部落の若者たちは今 1 四支部合同青年部（津屋・馬出・

堅粕・千代第一）座談会 地域を越えてつながり合う青

年たちのメッセージ

りべらしおん 37（福岡県人権研究所刊，2009.9）

所長コラム 「自作自演劇」に思うこと 西尾紀臣

ルシファー 12（水平社博物館刊，2009.10）：500円

第9回企画展 「『同和』教育の原点を探る―反差別の視

点から―」を開催して 駒井忠之

第12回特別展 「こんなん知ってた!?はじめての部落問

題」を開催して 駒井忠之

講座報告

明治維新と「解放令」 吉村智博／「同和」教育の原点

を探る―反差別の視点から― 寺澤亮一

和歌山研究所通信 34（和歌山人権研究所刊，2009.11）

ピアノパラリンピック運動に学ぶ 「第3期の部落解放運

動」の新たな視点 大賀正行

和歌山の部落史編纂事業について 小笠原正仁

2010年1月25日
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2009.10）：500円

特集 人権教育と教材

地域と人権 1081号（全国地域人権運動総連合刊，200

9.10.15）：150円

30年前の噂もち出し「糾弾会」

地域と人権 1082号（全国地域人権運動総連合刊，200

9.11.15）：150円

国民的融合論との対話―部落問題解決への理論的軌跡と

展開― 丹波正史

地域と人権 1083号（全国地域人権運動総連合刊，200

9.12.15）：150円

国民的融合論との対話─部落問題解決への理論的軌跡と

展開─ 2 丹波正史

地域と人権京都 561号（京都地域人権運動連合会刊，

2009.11.15）：150円

記録 総点検委員会報告を『点検』するシンポジウム 1

地域と人権京都 562号（京都地域人権運動連合会刊，

2009.12.1）：150円

記録 総点検委員会報告を『点検』するシンポジウム 2

地域と人権京都 563号（京都地域人権運動連合会刊，

2009.12.15）：150円

記録 総点検委員会報告を『点検』するシンポジウム 3

月刊地域と人権 308（全国地域人権運動総連合刊，20

09.10）：350円

第5回全国研究集会第5分科会

鳥取県人権条例の諸問題 大田原俊輔／差別的表現の問

題 中村英樹／言論弾圧3事件 小橋太一

ちくま 463（筑摩書房刊，2009.10）：100円

青春の光芒─異才・高橋貞樹の生涯 29 第7章 『特殊部

落一千年史』をめぐって 4 沖浦和光

ちくま 464（筑摩書房刊，2009.11）：100円

青春の光芒─異才・高橋貞樹の生涯 30 第7章 『特殊部

落一千年史』をめぐって 5 沖浦和光

平野小剣を追う 1 全国水平社創立参加と除名処分 朝治

武

ちくま 465（筑摩書房刊，2009.12）：100円

青春の光芒─異才・高橋貞樹の生涯 31 第7章 『特殊部

落一千年史』をめぐって 6 沖浦和光

平野小剣を追う 2 福島の被差別部落から労働運動へ 朝

治武

であい 570（全国人権教育研究協議会刊，2009.9）：1

50円

人権のまちをゆく 47 近江八幡の地場産業と解放運動

紳士靴とマンポ

人権文化を拓く 147 ミュージカルによって「人権」を

伝える 大阪・憲法ミュージカル2009のとりくみ 中島宏

治

であい 571（全国人権教育研究協議会刊，2009.10）：

150円

人権文化を拓く 148 貧困率について 湯浅誠

であい 572（全国人権教育研究協議会刊，2009.11）：

150円

人権のまちをゆく 48 京都東九条地域を歩き、一人芝居

を見る

人権文化を拓く 149 子どもの自己肯定感を取り戻すに

は―子どもの権利条約誕生20年と日本の子ども― 喜多

明人

てくてく―キリストと歩こう― 150号（カトリック

正義と平和京都協議会刊，2009.11）

講演会「児童養護施設の子どもたちの現状と課題」報告

阿南孝也

どの子も伸びる 409（部落問題研究所刊，2009.11）：

735円

「人権教育」批判 全同教「同和教育は『教育の普遍で

ある』」について 谷口幸男

どの子も伸びる 410（部落問題研究所刊，2009.12）：

735円

「人権教育」批判 「教育政策」と「指導のあり方につ

いて」にたいする全同教の態度の問題 谷口幸男

ねっとわーく京都 250（ねっとわーく京都21刊，2009.

11）：500円

同和レポート 泥沼への道をひらいたのはだれか―同和

奨学金返済問題前日譚 寺園敦史

ヒューマンライツ 259（部落解放・人権研究所刊，20

09.10）：525円

先住民族アイヌの権利確立に向けた当事者の訴え 友永

健三

部落問題は、いま―若者からのメッセージ 宮崎懐良、

川﨑那恵、内田龍史、組坂繁之、川口泰司

ヒューマンライツ 261（部落解放・人権研究所刊，20

09.12）：525円

書評 中川幾郎『行財政改革と自治体人権政策』 直田春

夫

ひょうご部落解放 134（ひょうご部落解放・人権研究

所刊，2009.9）：700円

特集 受けつがれる部落の文化

堀池音頭 池田千津美／守部観音踊り 三澤雅俊／上の島

に伝わる文化 1 一夜こら踊り 川面茂樹／上の島に伝わ

る文化 2 差別を笑い飛ばす民衆の力 川面千鶴江上の島

に伝わる文化 3 「金三郎」と「チーコイターコイ」―

上の島に伝わる守子唄 太田恭治／加古川「かつめし」

のルーツをたどって 東田寿啓／西御着の皮革産業

このごろ思うこと 玉田勝郎 「心田」と悲憤の山脈―追

悼 鈴木祥蔵先生

子どもの生きる力―釜ヶ崎「こどもの里」の活動から―

荘保共子

入管法改定から見える日本社会 リリアン テルミ ハタ

ノ

低料第三種郵便物の悪用問題 竹本貞雄

本の紹介

『冤罪 ある日、私は犯人にされた』（菅谷利和著）／

『部落史研究からの発信 第1巻、第2巻、第3巻』（寺木

伸明ほか編著）／『環境と差別のクリティーク 屠場・

「不法占拠」・部落差別』（三浦耕吉郎著）／『エレク
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靴の歴史散歩 94 稲川實

皮革関連統計資料

かわとはきもの博物館めぐり 6 クツのオーツカ資料館

福原一郎

関西大学人権問題研究室紀要 58号（関西大学人権問

題研究室刊，2009.9）

大坂町奉行所の刑事判例 2―大坂城代土屋氏御用留によ

る― 藤原有和

自閉症支援における情動共有の意義 串崎真志、田中友

梨

大学教育とジェンダー―2008年関西大学学生の意識調査

― 関西大学人権問題研究室ジェンダー研究班

季節よめぐれ 249号（京都解放教育研究会刊，2009.1

0）

部落問題のいま―差別と自分とのかかわりを考えよう―

宮前千雅子

季節よめぐれ 250号（京都解放教育研究会刊，2009.1

1）

ハンセン病問題を考える 差別の連鎖から 藤野豊

季節よめぐれ 251号（京都解放教育研究会刊，2009.1

2）

公立学校ができること、すべきこと 小林光彦

京都市政史編さん通信 36号（京都市市政史編さん委

員会刊，2009.11）

こんどの『京都市政史』は面白い 牧英正

京都市「同和」奨学金返還請求に反対する会ニュー

ス 3（京都市「同和」奨学金返還請求に反対する会刊，

2009.10）

いよいよ納入通知書が回っています でも、あわてない

で下さい。納期限は年賦を選べば来年の9月です!!

共生社会研究 4号（大阪市立大学共生社会研究会刊，2

009.3）：1,500円

特集 共生社会の新しい展開―ジェンダーと移民問題か

ら

グローブ 59（世界人権問題研究センター刊，2009.10）

多くの学生がもつ部落に対するマイナスイメージ 石元

清英

「外国人処遇施策」から「移民政策」へ 李洙任

人権の“館” 浅川伯教・巧兄弟資料館―朝鮮半島の人

と文化を愛した日本人―

藝能史研究 185（藝能史研究會刊，2009.4）：1,800円

洛中洛外の富士垢離と富士小屋 村上紀夫

研究所情報 51（長崎人権研究所刊，2009.11）

書評 『被差別民の長崎・学―貿易とキリシタンと被差

別部落』（阿南重幸編著） 竹森健二郎

こぺる 200（こぺる刊行会刊，2009.11）：300円

ひろば 126 父を靖国神社から早く取り戻したい―合祀

取消訴訟原告のひとりとして 松岡勲

播州からの便り 3 こころが縛られるということ 福岡と

もみ

いのちを生きる 25 さあ、再挑戦だ！ 長谷川洋子

映画の現場―写真と文 小林茂

こぺる 201（こぺる刊行会刊，2009.12）：300円

インタビュー この国で生きて七十一年 東原清子＋藤田

敬一

ひろば 127 いのちいっぱい学びたい―夜間中学生の

「学びの力」 吉岡千代美

自分史のこころみ 4 「在日」から見えてくるもの 1―

民族との出会い 金光敏

いのちを生きる 26 職員室に大声が響く

映画の現場―写真と文 小林茂

狭山差別裁判 411（部落解放同盟中央本部中央狭山闘

争本部刊，2009.6）：300円

特集 三者協議と今後の闘い

野間宏と関巡査部長問題 5 庭山英雄

試行社通信 276号（八木晃介刊，2009.10）

古めかしい理論だ（『対論部落問題』，『差別と日本人』）

試行社通信 277号（八木晃介刊，2009.11）

これが最後の全研

人権21 調査と研究 202（おかやま人権研究センター

刊，2009.10）：650円

特集 平和的生存権

追悼 長谷川正安先生の思い出 碓井敏正

人権と部落問題 793（部落問題研究所刊，2009.10）：

630円

特集 介護をめぐる実態

追悼 杉之原寿一先生 成澤榮壽

各地からの通信 京都府・京都市 総点検委員会報告を

“点検”するシンポジウムを開催して 小村和義

文芸の散歩道 （続）解同路線に立つ『破戒』論の一典

型 川端俊英

人権と部落問題 794（部落問題研究所刊，2009.11）：

630円

特集 広がる「九条」を守る運動

文芸の散歩道 夏目漱石著『三四郎』と戦争 水川隆夫

人権と部落問題 795（部落問題研究所刊，2009.12）：

630円

特集 地域と人権

野中さんよ、部落問題でも前を向こう―『差別と日本人』

を見て― 成澤榮壽

文芸の散歩道 隠された秘かなるメッセージ 鶴田知也

『児童・コシヤマイン記』 秦重雄

季刊人権問題 357（兵庫人権問題研究所刊，2009.10）：

735円

兵庫人権問題研究所開所35周年記念誌

杉之原寿一先生を悼む 杉尾敏明

月刊スティグマ 159号（千葉県人権啓発センター刊，

2009.9）：500円

特集 第5回千葉県部落問題研究集会―学校で差別事件が

起こったら

明治維新後遺症としての日本人…差別問題をすべての人

のものにするための試論 4 日本の伝統思想「循環の思

想」 鎌田行平

月刊スティグマ 160号（千葉県人権啓発センター刊，
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解放新聞 2449号（解放新聞社刊，2009.12.21）：80円

「差別ハガキ偽造事件」について 最終見解と決意 部落

解放同盟福岡県連合会

解放新聞大阪版 1797号（解放新聞社大阪支局刊，200

9.10.12）：70円

大阪の部落史を歩く 5 抵抗主体の確かな成長 「闘うム

ラ」高槻春日 のびしょうじ

解放新聞大阪版 1800号（解放新聞社大阪支局刊，200

9.11.9）：70円

大阪の部落史を歩く 6 「かわ」の経済圏という考え方

河内八尾座村動物性肥料圏の成立 のびしょうじ

解放新聞大阪版 1802号（解放新聞社大阪支局刊，200

9.11.23）：70円

セクハラ・パワハラ根絶へまずは知ることから 府連大

会代議員へアンケート調査 1

解放新聞大阪版 1803号（解放新聞社大阪支局刊，200

9.11.30）：70円

わが身を振り返ってみると… 府連大会でのセクハラア

ンケート 2

大阪の部落史を歩く 7 部落用「檻牢」のこと 岸和田藩

東部落の統治 のびしょうじ

解放新聞大阪版 1804号（解放新聞社大阪支局刊，200

9.12.7）：70円

パワハラ問題の深刻さも 府連大会でのセクハラアンケー

ト3

解放新聞改進版 391号（部落解放同盟改進支部刊，20

09.10）

40周年記念号 野口副委員長にインタビュー 支部40年

の歴史を概観した思いを聞く

解放新聞改進版 392号（部落解放同盟改進支部刊，20

09.11.20）

民主党マニュフェストを読む 1 政権交代で子どもたち

は救われるのか 同和教育は再生されるのか

解放新聞京都市版 217号（部落解放同盟京都市協議会

刊，2009.11）：150円

「崇仁地区将来ビジョン」とコミュニティセンター

解放新聞京都市版 218号（部落解放同盟京都市協議会

刊，2009.12）：150円

大阪高裁による不当判決に抗議する

久世のまちづくり運動とコミュニティセンターのあり方

解放新聞東京版 725号（解放新聞社東京支局刊，2009.

10.1）：90円

東京を中心とする部落・差別の歴史 6 江戸時代、被差

別部落の仕事・社会的役割 藤沢靖介

解放新聞東京版 726号（解放新聞社東京支局刊，2009.

10.15）：90円

東京を中心とする部落・差別の歴史 7 被差別部落の仕

事―「専業」を中心に 藤沢靖介

解放新聞東京版 727号（解放新聞社東京支局刊，2009.

11.1）：90円

東京を中心とする部落・差別の歴史 8 「専業」以外に

も特徴的な仕事に従事 藤沢靖介

解放新聞東京版 728号（解放新聞社東京支局刊，2009.

11.15）：90円

東京を中心とする部落・差別の歴史 9 旦那場・勧進場

―長吏の専業の仕切り 藤沢靖介

解放新聞東京版 730号（解放新聞社東京支局刊，2009.

12.15）：90円

東京を中心とする部落・差別の歴史 10 長吏・かわたの

社会的位置と身分制度について 藤沢靖介

解放新聞広島県版 1968号（解放新聞社広島支局刊，2

009.9.25）

解放理論を学び発展させるために 小森龍邦県連顧問に

聞く 7

解放新聞広島県版 1973号（解放新聞社広島支局刊，2

009.11.15）

『朝日新聞』の「新聞倫理綱領」違反と差別の深層心理

を問う 小森龍邦

解放新聞福岡県版 440号（解放新聞社福岡支局刊，20

09.11.30）：50円

「差別ハガキ偽造事件」について 最終見解と決意 部落

解放同盟福岡県連合会

語る・かたる・トーク 175（横浜国際人権センター刊，

2009.9）：500円

わたしと部落とハンセン病 46 始まった識字運動 林力

信州の近世部落の人びと 52 一把稲と旦那場 24 斎藤洋

一

同和問題再考 105 「聞く耳」持たぬ宗教教団 田村正男

部落差別の現実 86 人権・同和教育の現場 10 江嶋修作

語る・かたる・トーク 176（横浜国際人権センター刊，

2009.10）：500円

わたしと部落とハンセン病 47 林力

信州の近世部落の人びと 53 一把稲と旦那場 25 旦那場

の売り渡し証文 斎藤洋一

同和問題再考 106 植木等と父・徹誠さん（上） 田村正

男

部落差別の現実 87 知的しょうがい者の人権回復 江嶋

修作

語る・かたる・トーク 177（横浜国際人権センター刊，

2009.11）

わたしと部落とハンセン病 48 林力

信州の近世部落の人びと 54 一把稲と旦那場 26 斎藤洋

一

同和問題再考 107 植木等と父・徹誠さん（下） 田村正

男

部落差別の現実 88 露骨な結婚差別 1 江嶋修作

カトリック大阪教会管区部落差別人権活動センター

たより 18（カトリック大阪教会管区部落差別人権活動

センター刊，2009.10）

対話集会 「部落解放運動の提言」を読む 3 橋本瑠璃子，

太田勝，篠原誠，友永健吾，住田一郎

聖歌における見えない差別 4 太田勝

かわとはきもの 149（東京都立皮革技術センター台東

支所刊，2009.9）
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://www.asahi-net.or.jp/~qm8m-ndmt/

□開室日時 月曜日～金曜日 第２・４土曜日 10時～17時（祝日・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩２分

事務局よりお知らせ

今年度後半期の部落史連続講座報告を掲載しました。詳しい内容は３月末に発行予定の「2008年度部
落史連続講座講演録」をご覧下さい。尚、次年度も前期・後期の二期にわけて部落史連続講座の開催を
予定しています。次号で詳細をお知らせします。

アイユ 220（人権教育啓発推進センター刊，2009.9）：

200円

人権とーく 安らかな旅立ちのお手伝い～映画「おくり

びと」の納棺師を演じて～ 対談 本木雅弘さん・横田洋

三

明日を拓く 77・78（東日本部落解放研究所刊，2009.

1）：2,100円

特集 近世差別論―身分・境界・思想

近世身分制の一考察 関口博巨／同時代人の描いた夙像

吉田栄治郎／民衆宗教運動の再発見―被差別部落史との

接続から― 渡辺順一／禁忌と浄穢―近世後期の国学者

の議論を中心に 友常勉／資料 石原正明「年々随筆一

辛酉上」、伴信友「獣穴鹽湯考 附穢多」

元校長が「龍郷町教育講演会で行った授業実践講演」の

経過と課題 石川享助

＜女＞について語られてきたこと 4 『ロビンソン・ク

ルーソー』を学び、職業を選択する 井桁碧

本の紹介 熊谷達也著『箕作り弥平 商伝記』 市川正廣

跡地発 41（浅香人権文化センター刊，2009.9）

十人十色の人権問題 32 「男女」以外の物語ははいの？

佐倉智美

解放教育 504（解放教育研究所編，2009.11）：770円

特集 解放教育の未来を求めて

解放教育 505（解放教育研究所編，2009.12）：770円

特集 「国連持続可能な開発のための教育10年」の中間

年にあたって

解放新聞 2437号（解放新聞社刊，2009.9.28）：80円

今週の1冊 『生物多様性と食・農』（天笠啓祐著）

解放新聞 2438号（解放新聞社刊，2009.10.5）：120円

今週の1冊 『福祉ってなんだ』（古川孝順著）

ぶらくを読む 47 新しい通史はどういう世界をみせてく

れるか（山本尚友『史料で読む部落史』，吉田徳夫『部

落問題の歴史的展開』，黒川みどり・藤野豊編『近現代

部落史―再編される差別の構造』） 湧水野亮輔

解放新聞 2439号（解放新聞社刊，2009.10.12）：80円

山口公博が読む今月の本

『仏典をよむ』（末木文美士著）／『悪の華』（ボオド

レール著）／『老後も進化する脳』（リータ・レーヴィ・

モンタルチーニ著）

今週の1冊 『訊問の罠 足利事件の真実』（菅谷利和・

佐藤博史著）

解放新聞 2440号（解放新聞社刊，2009.10.19）：80円

今週の1冊 『消費税をどうするか 再分配と負担の視点

から』（小此木潔著）

解放新聞 2441号（解放新聞社刊，2009.10.26）：80円

解放の文学 42 アイヌへの清冽な挽歌 鶴田知也『コシャ

マイン記』 音谷健郎

今週の1冊 『ピカソ［ピカソ講義］』（岡本太郎・宗左

近著）

解放新聞 2442号（解放新聞社刊，2009.11.2）：120円

ぶらくを読む 48 新しい通史はどういう世界をみせてく

れるか（山本尚友『史料で読む部落史』，吉田徳夫『部

落問題の歴史的展開』，黒川みどり・藤野豊編『近現代

部落史─再編される差別の構造』） 湧水野亮輔

今週の1冊 『マルクスの逆襲』（三田誠広著）

解放新聞 2443号（解放新聞社刊，2009.11.9）：90円

解放の文学 43 「屠畜場」への偏見に挑む 佐川光晴

『牛を屠る』 音谷健郎

今週の1冊 『貧困のない世界を創る』（ムハマド・ユヌ

ス著）

解放新聞 2445号（解放新聞社刊，2009.11.23）：80円

山口公博が読む今月の本

『校庭の雑草』（岩瀬徹・川名興・飯島和子著）／『大

阪不案内』（森まゆみ著・太田順一写真）／『部落差別

の謎を解く キヨメとケガレ』（川元祥一著）

解放新聞 2447号（解放新聞社刊，2009.12.7）：120円

今週の1冊 『「力のある学校」の探究』（志水宏吉編）

解放新聞 2448号（解放新聞社刊，2009.12.14）：80円

解放の文学 44 魔女裁判への危険を解明 鎌田慧と『橋

の上の「殺意」』 音谷健郎

収集逐次刊行物目次 （2009年10月～12月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～


